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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス(MBMS)クライアントおよび動
的適応ストリーミングオーバーHTTP(DASH)クライアントを有するクライアントデバイスに
よって、前記MBMSクライアントにキャッシュした広告メディアデータを取り出す方法であ
って、
　マニフェストファイルに対する更新を取り出すステップであって、前記更新が、前記広
告メディアデータに対応するリモートPeriodを定義し、前記広告メディアデータが、メイ
ンメディアコンテンツに関する広告ブレークの間に再生され、前記メインメディアコンテ
ンツが、前記マニフェストファイルと関連付けられ、前記マニフェストファイルに対する
前記更新が、識別子属性を含む拡張マークアップ言語リンク付け言語(XLink)ユニフォー
ムリソースロケータ(URL)に関するテンプレートを特定する、取り出すステップと、
　前記DASHクライアントに関するユーザの特性に少なくとも部分的に基づいて、広告グル
ープを選択するステップと、
　前記選択された広告グループに対応する識別子値を前記XLink URLの前記識別子属性に
割り当てるステップと、
　前記リモートPeriodから前記選択された広告グループの広告メディアデータを取り出す
ために、前記選択された広告グループに対応する前記識別子値を含む前記XLink URLをデ
リファレンスするステップであって、前記XLink URLをデリファレンスするステップが、
前記識別子値を含む前記XLink URLを指定する要求を前記MBMSクライアントに送るステッ
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プを含み、前記広告メディアデータが、前記メインメディアコンテンツの配信に先立って
、前記MBMSクライアントによって選択的にダウンロードおよび事前キャッシュされる、デ
リファレンスするステップと、
　前記広告メディアデータをメディアアプリケーションに提供するステップと
を含む、方法。
【請求項２】
　前記DASHクライアントからの前記識別子値を含む前記XLink URLを受信するステップと
、
　ブロードキャストトランスポートまたはマルチキャストトランスポートを介して、前記
リモートPeriodに関するデータを受信するステップと、
　前記ブロードキャストトランスポートまたは前記マルチキャストトランスポートに関す
るファイル配信テーブル(FDT)が前記XLink URLの前記識別子値と整合する識別子値を含む
とき、前記リモートPeriodに関する前記データが前記XLink URLと整合すると決定するス
テップと、
　前記リモートPeriodに関する前記データが前記XLink URLと整合すると決定することに
応答して、前記リモートPeriodに関する前記データを前記DASHクライアントに配信するス
テップと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記リモートPeriodに関する前記データを受信するステップが、前記広告グループの各
々に関するデータを受信するステップを含む、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記リモートPeriodに関する前記データを受信するステップが、前記XLink URLの前記
識別子値に対応する前記広告グループ以外の前記広告グループのすべてに関するデータを
廃棄するステップを含む、請求項2に記載の方法。
【請求項５】
　前記DASHクライアントからの前記識別子値を含む前記XLink URLを受信するステップと
、
　ブロードキャストトランスポートまたはマルチキャストトランスポートを介して、前記
リモートPeriodに関するデータを受信するステップと、
　フィルタ記述フラグメントのgroupIDFilterシンタックス要素の値が前記XLink URLの前
記識別子値に対応するとき、前記リモートPeriodに関する前記データが前記XLink URLと
整合すると決定するステップと、
　前記リモートPeriodに関する前記データが前記XLinkと整合すると決定することに応答
して、前記リモートPeriodに関する前記データを前記DASHクライアントに配信するステッ
プと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　前記取り出すステップが、
　マニフェストファイル更新期間を定義するデータを取得するステップ
を含み、
　前記更新を取り出すステップが、前記マニフェストファイル更新期間に従って、前記更
新を取り出すステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記マニフェストファイル更新期間を定義する前記データが、前記マニフェストファイ
ルのMPD@minimumUpdatePeriod要素を含む、請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　前記マニフェストファイルがメディアプレゼンテーション記述を含む、請求項1に記載
の方法。
【請求項９】
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　前記DASHクライアントによって、前記ユーザまたは前記デバイスに関連する状態情報を
前記クライアントデバイスの前記MBMSクライアントに提供するステップと、
　前記MBMSクライアントによって、ブロードキャストトランスポートまたはマルチキャス
トトランスポートを介して、前記広告メディアデータを受信するステップと、
　前記MBMSクライアントによって、前記状態情報を一意の広告グループ識別子にマッピン
グするステップと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
　前記状態情報が、クッキー、加入情報、ユーザプリファレンス&プロファイル、および
使用履歴のうちの1つまたは複数を含む、請求項9に記載の方法。
【請求項１１】
　選択するステップが、ユーザプリファレンスおよびプロファイルデータ、コンテンツ消
費履歴、または広告推奨エンジンのうちの少なくとも1つに基づいて選択するステップを
含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１２】
　実行されると、クライアントデバイスのプロセッサに、請求項1から11のいずれか一項
に記載の方法を行わせる命令を記憶したコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１３】
　マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス(MBMS)クライアントおよび動
的適応ストリーミングオーバーHTTP(DASH)クライアントを有し、前記MBMSクライアントに
キャッシュした広告メディアデータを取り出す、クライアントデバイスであって、
　マニフェストファイルに対する更新を取り出すための手段であって、前記更新が、前記
広告メディアデータに対応するリモートPeriodを定義し、前記広告メディアデータが、メ
インメディアコンテンツに関する広告ブレークの間に再生され、前記メインメディアコン
テンツが、前記マニフェストファイルと関連付けられ、前記マニフェストファイルに対す
る前記更新が、識別子属性を含む拡張マークアップ言語リンク付け言語(XLink)ユニフォ
ームリソースロケータ(URL)に関するテンプレートを特定する、取り出すための手段と、
　前記DASHクライアントに関するユーザの特性に少なくとも部分的に基づいて、広告グル
ープを選択するための手段と、
　前記選択された広告グループに対応する識別子値を前記XLink URLの前記識別子属性に
割り当てるための手段と、
　前記リモートPeriodから前記選択された広告グループの広告メディアデータを取り出す
ために、前記選択された広告グループに対応する前記識別子値を含む前記XLink URLをデ
リファレンスするための手段であって、前記XLink URLをデリファレンスするための手段
が、前記識別子値を含む前記XLink URLを指定する要求を前記MBMSクライアントに送るた
めの手段を含み、前記広告メディアデータが、前記メインメディアコンテンツの配信に先
立って、前記MBMSクライアントによって選択的にダウンロードおよび事前キャッシュされ
る、デリファレンスするための手段と、
　前記広告メディアデータをメディアアプリケーションに提供するための手段と
を含む、クライアントデバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、各々の内容全体が参照によって本明細書に組み込まれている、2014年3月24
日に出願した米国仮出願第61/969,707号、および2014年3月31日に出願した米国仮出願第6
1/973,063号の利益を主張するものである。
【０００２】
　本開示は、メディアデータのトランスポート、たとえば、ブロードキャストトランスポ
ートサービスを使用したメディアデータのストリーミングに関する。
【背景技術】
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【０００３】
　デジタルビデオ機能は、デジタルテレビ、デジタルダイレクトブロードキャストシステ
ム、ワイヤレスブロードキャストシステム、携帯情報端末(PDA)、ラップトップコンピュ
ータまたはデスクトップコンピュータ、デジタルカメラ、デジタル記録デバイス、デジタ
ルメディアプレーヤ、ビデオゲームデバイス、ビデオゲームコンソール、セルラー電話ま
たは衛星無線電話、ビデオ会議デバイスなどを含む、幅広いデバイスに組み込まれ得る。
デジタルビデオデバイスは、MPEG-2、MPEG-4、ITU-T H.263またはITU-T H.264/MPEG-4、P
art 10、Advanced Video Coding(AVC)によって定義される規格、およびそのような規格の
拡張に記載されるようなビデオ圧縮技法を実装して、デジタルビデオ情報をより効率的に
送信および受信する。
【０００４】
　ビデオ圧縮技法は、空間的予測および/または時間的予測を実行し、ビデオシーケンス
に固有の冗長性を低減または除去する。ブロックベースのビデオコーディングの場合、ビ
デオフレームまたはスライスがマクロブロックに区分され得る。各マクロブロックはさら
に区分され得る。イントラ符号化(I)フレームまたはスライスにおけるマクロブロックは
、近接マクロブロックに関する空間的予測を使用して符号化される。インター符号化(Pま
たはB)フレームまたはスライスにおけるマクロブロックは、同じフレームまたはスライス
における近接マクロブロックに関する空間的予測または他の参照フレームに関する時間的
予測を使用し得る。
【０００５】
　ビデオデータ(および/または、オーディオおよび/または時限テキストデータなど、他
のメディアデータ)が符号化された後、メディアデータは送信または記憶のためにパケッ
ト化され得る。パケット化されたメディアデータは、ハイパーテキストトランスファープ
ロトコル(HTTP)などのユニキャストプロトコル、または拡張マルチメディアブロードキャ
ストマルチキャストサービス(eMBMS)などのブロードキャストプロトコルまたはマルチキ
ャストプロトコルを使用して送られることが可能である。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】Overview of 3GPP Release 12 V0.1.1、2013年12月
【非特許文献２】Enhanced MBMS Operation、3GPP TR 26.848 v. 12.0.0(2014年12月)
【非特許文献３】MBMS Protocols and Codecs、3GPP TS 26.346 v. 12.4.0(2014年12月)
【非特許文献４】3rd Generation Partnership Project、Technical Specification Grou
p Services and System Aspects、Multimedia Broadcast/Multicast Service(MBMS)、Pro
tocols and Codecs(Release 12)、V12.0.0、2013年12月
【非特許文献５】R. Fielding他、RFC 2616、「Hypertext Transfer Protocol - HTTP/1.
1」、Network Working Group、IETF、1999年6月
【非特許文献６】T. Paila他、「FLUTE-File Delivery over Unidirectional Transport
」、Network Working Group、RFC 6726、2012年11月
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　概して、本開示は、メディアデータにターゲット広告を挿入することに関する技法につ
いて説明する。具体的には、メディアアプリケーションは、ユーザ詳細および/またはユ
ーザデータ(たとえば、ユーザプリファレンスの選択)を動的適応ストリーミングオーバー
HTTP(dynamic adaptive streaming over HTTP)(DASH)クライアントなど、ストリーミング
クライアントに提供することができる。ストリーミングクライアントは、対応するデータ
をブロードキャストミドルウェアユニットまたはマルチキャストミドルウェアユニットに
提供することができる。ミドルウェアユニットは、1つまたは複数の広告グループをブロ
ードキャストサーバまたはマルチキャストサーバから受信し、次いで、ストリーミングク
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ライアントからのデータに基づいて、広告グループのうちの1つを選択することができる
。代替として、たとえば、広告グループに関する識別子に対応する置換属性を含むリンク
をアクティブ化する(すなわち、デリファレンスする)とき、その識別子をその属性に関す
る値としてそのリンクに挿入することによって、ストリーミングクライアントは、広告グ
ループのうちの1つに関する識別子をミドルウェアユニットに提供することができる。
【０００８】
　一例では、動的適応ストリーミングオーバーHTTP(DASH)クライアントによって、メディ
アデータを取り出す方法は、複数の広告グループの広告メディアデータと関連付けられた
広告グループ識別子のセットを決定するステップであって、広告メディアデータがメイン
メディアコンテンツに関する広告ブレークの間に再生され、メインメディアコンテンツが
マニフェストファイルと関連付けられる、決定するステップと、マニフェストファイルに
対する更新を取り出すステップであって、更新が広告メディアデータに対応するリモート
Periodを定義し、マニフェストファイルに対する更新が識別子属性を含む拡張マークアッ
プ言語(XML)リンク付け言語(XLink)ユニフォームリソースロケータ(URL)に関するテンプ
レートを指定する、取り出すステップと、DASHクライアントに関するユーザの特性に少な
くとも部分的に基づいて、広告グループのうちの1つをセットから選択するステップと、
テンプレートに従って、選択された広告グループに対応する識別子値をXLink URLの識別
子属性に割り当てるステップと、選択された広告グループの広告メディアデータをリモー
トPeriodから取り出すために、選択された広告グループに対応する識別子値を含むXLink 
URLをデリファレンスするステップと、広告メディアデータをメディアアプリケーション
に提供するステップとを含む。
【０００９】
　別の例では、クライアントデバイスのマルチメディアブロードキャストマルチキャスト
サービス(MBMS)クライアントによって、メディアデータを取り出す方法は、1つまたは複
数の広告グループの広告メディアデータを受信するステップと、クライアントデバイスの
動的適応ストリーミングオーバーHTTP(DASH)クライアントから広告グループのうちの1つ
に関する識別子値を含む拡張マークアップ言語(XML)リンク付け言語(Xlink)ユニフォーム
リソースロケータ(URL)を受信するステップと、識別子値に対応する広告グループの広告
メディアデータを抽出するステップと、抽出した広告メディアデータをDASHクライアント
に提供するステップとを含む。
【００１０】
　別の例では、コンピュータ可読記憶媒体は、実行されると、クライアントデバイスのプ
ロセッサに、複数の広告グループの広告メディアデータと関連付けられた広告グループ識
別子のセットを決定することであって、広告メディアデータがメインメディアコンテンツ
に関する広告ブレークの間に再生され、メインメディアコンテンツがマニフェストファイ
ルと関連付けられる、決定することと、マニフェストファイルに対する更新を取り出すこ
とであって、更新が広告メディアデータに対応するリモートPeriodを定義し、マニフェス
トファイルに対する更新が識別子属性を含む拡張マークアップ言語(XML)リンク付け言語(
XLink)ユニフォームリソースロケータ(URL)に関するテンプレートを指定する、取り出す
ことと、クライアントデバイスのユーザの特性に少なくとも部分的に基づいて、広告グル
ープのうちの1つをセットから選択することと、テンプレートに従って、選択された広告
グループに対応する識別子値をXLink URLの識別子属性に割り当てることと、選択された
広告グループの広告メディアデータをリモートPeriodから取り出すために、選択された広
告グループに対応する識別子値を含むXLink URLをデリファレンスすることと、広告メデ
ィアデータをメディアアプリケーションに提供することと行わせる命令を記憶している。
【００１１】
　別の例では、コンピュータ可読記憶媒体は、実行されると、クライアントデバイスのプ
ロセッサに、1つまたは複数の広告グループの広告メディアデータを受信させ、クライア
ントデバイスの動的適応ストリーミングオーバーHTTP(DASH)クライアントから広告グルー
プのうちの1つに関する識別子値を含む拡張マークアップ言語(XML)リンク付け言語(Xlink
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)ユニフォームリソースロケータ(URL)を受信させ、識別子値に対応する広告グループの広
告メディアデータを抽出させ、抽出した広告メディアデータをDASHクライアントに提供さ
せる命令を記憶している。
【００１２】
　別の例では、クライアントデバイスのマルチメディアブロードキャストマルチキャスト
サービス(MBMS)クライアントによって、メディアデータを取り出す方法は、広告メディア
データに対応するリモートPeriodに関する識別子属性を含む拡張マークアップ言語(XML)
リンク付け言語(XLink)ユニフォームリソースロケータ(URL)をクライアントデバイスの動
的適応ストリーミングオーバーHTTP(DASH)クライアントから受信するステップと、ブロー
ドキャストトランスポートまたはマルチキャストトランスポートを介して、リモートPeri
odに関するデータ(たとえば、ファイル配信テーブル(FDT)、またはgroupIDFilterシンタ
ックス要素を含むフィルタ記述フラグメント)を受信するステップと、ブロードキャスト
トランスポートまたはマルチキャストトランスポートのデータがXLink URLの識別子値と
整合する識別子値を含むとき、リモートPeriodに関するデータがXLink URLと整合すると
決定するステップと、リモートPeriodに関するデータがXLink URLと整合すると決定する
ことに応答して、リモートPeriodに関するデータをDASHクライアントに配信するステップ
とを含む。
【００１３】
　1つまたは複数の例の詳細が、以下の添付の図面および説明において述べられる。他の
特徴、目的、および利点は、説明、図面、および特許請求の範囲から明らかになるであろ
う。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】ネットワークを介してメディアデータをストリーミングするための技法を実装す
る例示的なシステムを示すブロック図である。
【図２】図1の取出しユニットの構成要素の例示的なセットをより詳細に示すブロック図
である。
【図３】例示的なマルチディアコンテンツの要素を示す概念図である。
【図４】本開示の技法を実装し得る別の例示的なシステムを示すブロック図である。
【図５】本開示の技法を実装し得る別の例示的なシステムを示すブロック図である。
【図６Ａ】DASHクライアントが適切な広告コンテンツの受信を確実にする例示的な方法を
示すシーケンス図である。
【図６Ｂ】DASHクライアントが適切な広告コンテンツの受信を確実にする例示的な方法を
示すシーケンス図である。
【図７Ａ】DASHクライアントが適切な広告コンテンツの受信を確実にする例示的な方法を
示すシーケンス図である。
【図７Ｂ】DASHクライアントが適切な広告コンテンツの受信を確実にする例示的な方法を
示すシーケンス図である。
【図８Ａ】DASHクライアントが適切な広告コンテンツの受信を確実にする例示的な方法を
示すシーケンス図である。
【図８Ｂ】DASHクライアントが適切な広告コンテンツの受信を確実にする例示的な方法を
示すシーケンス図である。
【図９】ロケーションフィルタデータを搬送するための、現在定義されている、例示的な
フィルタ記述フラグメントを示す概念図である。
【図１０】ユーザプリファレンス&プロファイル(UP/P)データを搬送するためのフィルタ
記述フラグメントに対する拡張を示す概念図である。
【図１１Ａ】本開示の技法による、MBMSクライアント支援型広告選択のための例示的な方
法を示すシーケンス図である。
【図１１Ｂ】本開示の技法による、MBMSクライアント支援型広告選択のための例示的な方
法を示すシーケンス図である。
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【図１２】本開示の技法による、リアルタイムトランスポートプロトコル(RTP)に関するM
BMSクライアント支援型広告選択および挿入のための例示的な方法を示すシーケンス図で
ある。
【図１３Ａ】ファイル配信テーブル(FDT)ファイル要素に対する例示的な拡張を示す概念
図である。
【図１３Ｂ】ファイル配信テーブル(FDT)ファイル要素に対する例示的な拡張を示す概念
図である。
【図１３Ｃ】ファイル配信テーブル(FDT)ファイル要素に対する例示的な拡張を示す概念
図である。
【図１３Ｄ】ファイル配信テーブル(FDT)ファイル要素に対する例示的な拡張を示す概念
図である。
【図１４】本開示の技法を実行し得る別の例示的なシステム300を示すブロック図である
。
【図１５Ａ】本開示の技法による例示的な方法を示すシーケンス図である。
【図１５Ｂ】本開示の技法による例示的な方法を示すシーケンス図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　概して、本開示は、ターゲット広告(広告)挿入のための技法について説明する。これら
の技法は、たとえば、ユニキャストサービス、ブロードキャストサービス、または拡張マ
ルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス(eMBMS)などのマルチキャストサ
ービスに従って、メディアデータをストリーミングするときに使用され得る。たとえば、
本開示の技法は、MBMS改善拡張MBMS動作(MI-EMO:MBMS Improvements-Enhanced MBMS Oper
ation)の技法とともに、またはその技法を強化するために使用され得る。MI-EMOは、たと
えば、http://www.3gpp.org/ftp/Information/WORK_PLAN/Description_Releases/Rel-12_
description_20131224.zip.において入手可能な、Overview of 3GPP Release 12 V0.1.1
、2013年12月に記載されている。これらの技法はまた、www.3gpp.org/ftp/Specs/archive
/26_series/26.848/26848-c00.zipにおいて入手可能なEnhanced MBMS Operation、3GPP T
R 26.848 v. 12.0.0(2014年12月)、および/またはwww.3gpp.org/ftp/Specs/archive/26_s
eries/26.346/26346-c40.zipにおいて入手可能なMBMS Protocols and Codecs、3GPP TS 2
6.346 v. 12.4.0(2014年12月)に記載されている拡張MBMS*(eMBMS)において使用され得る
。
【００１６】
　本開示の技法は、MI-EMOの以下の例示的な使用事例に従って使用され得る。人口の多い
都市の2つの主要サッカーチームが、週末にかけて互いとダービーマッチを行う予定であ
る。ゲームはファンの間に多くの関心を生み出すことが予想されるため、オペレータはMB
MSを介してその加入者にサービスを提供することを計画している。オペレータは、各サッ
カークラブのファン店舗からの商品を販売促進すること、クラブ関連ニュースを共有する
ことなどに向けて、すなわち、ゲーム休憩の間に再生されるように、ターゲット広告の別
個のセットをクラブファンに配信することを計画する。
【００１７】
　本開示の技法は、MBMSおよびeMBMSにおけるターゲット広告挿入をサポートし得る。本
開示の技法は、メインコンテンツおよび広告をブロードキャストし、ダウンロードクライ
アント要素(たとえば、ソフトウェア要素、ハードウェア要素、またはハードウェアとソ
フトウェアの組合せ)のサポートによるターゲット広告の挿入を可能にするために使用さ
れ得る。ライブイベント(すなわち、キャプチャ、符号化、およびパケット化の後に可能
な限り迅速にストリーミングされるライブキャプチャされたメディアコンテンツ)の場合
、本開示の技法は、広告がメインコンテンツ内にリアルタイムで挿入され得るように、タ
ーゲット広告の配信をスケジュールすることを可能にし得る。本開示の技法はまた、MBMS
クライアントが、ユーザ特徴に従って、MBMSを介して配信される広告を選択的に受信する
ことを可能にし得る。そのようなユーザ特徴は、たとえば、クライアントデバイス内に記
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憶されたユーザプリファレンス/プロファイルデータリポジトリ内に記憶された情報に対
応し得る。
【００１８】
　本開示の技法は、以下の制限の準備が整ったときに適用され得る。MBMSを介したターゲ
ット広告コンテンツ配信は、同じ一時的モバイルグループ識別情報(TMGI:Temporary Mobi
le Group Identity)に関して同じファイル配信オーバー単方向トランスポート(FLUTE:Fil
e Delivery over Unidirectional Transport)セッションを介してすべての広告関連リソ
ースを送ることによってのみ可能であり得る。その場合、広告コンテンツを特定のユーザ
特徴によって識別された特定のグループと関連付けることができない可能性があるため、
TS 26.346のsection 7.2に定義されるような無差別な(promiscuous)手法を用いて受信を
行うことが可能である。TS 26.346は、http://www.3gpp.org/DynaReport/26234.htmで入
手可能な、3rd Generation Partnership Project、Technical Specification Group Serv
ices and System Aspects、Multimedia Broadcast/Multicast Service(MBMS)、Protocols
 and Codecs(Release 12)、V12.0.0、2013年12月に記述されている。同様に、本開示の技
法は、以下の追加のまたは代替の制約の準備が整ったときに使用され得る。MBMSクライア
ントが、(fileURI、または潜在的に他のパターンによって識別された)1つまたは複数の特
定のファイルの複写を受信するようにFLUTEに命令するためのワンコピー(one-copy)動作
を可能にするために、ユーザ特徴に従って、MBMSを通して配信された広告コンテンツを選
択的に受信することを可能にすることができない場合がある。本開示の技法は、MBMSを介
したリアルタイムトランスポートプロトコル(RTP)ストリーミング配信のためのターゲッ
ト広告挿入を提供するためにも適用され得る。
【００１９】
　概して、本開示は、ターゲット広告挿入をサポートするための3つの例示的な技法につ
いて説明する。第1の例示的な技法は、アプリケーションベースの広告選択を対象とする
。第2の例示的な技法は、たとえば、動的適応ストリーミングオーバーHTTP(DASH)クライ
アントを含めて、サーバベースの広告選択を対象とする。第3の例示的な技法では、MBMS
クライアントは広告選択を支援する。これらの例示的な技法、ならびにこれらの仕様、組
合せ、および部分組合せの追加の詳細について下でより詳細に説明する。
【００２０】
　いくつかの例では、ブロードキャストまたはマルチキャストを使用してメディアコンテ
ンツを受信するとき、MBMSクライアントまたはeMBMSクライアントは、メディアコンテン
ツを受信し、次いで、そのメディアコンテンツをDASHクライアントなどのストリーミング
クライアントに利用可能にすることができる。DASHクライアントは、たとえば、HTTP取出
し動作を使用して、MBMSクライアントからメディアコンテンツを取り出すことができる。
DASHなどのHTTPストリーミングにおいて、頻繁に使用される動作には、HEAD、GETおよび
部分GETがある。HEAD動作は、URLまたはURNと関連付けられたペイロードを取り出さずに
、所与のユニフォームリソースロケータ(URL)またはユニフォームリソースネーム(URN)と
関連付けられたファイルのヘッダを取り出す。GET動作は、所与のURLまたはURNと関連付
けられたファイル全体を取り出す。部分GET動作は、入力パラメータとしてバイト範囲を
受信し、ファイルの連続した数のバイトを取り出し、この場合、バイトの数は受信される
バイト範囲に対応する。したがって、部分GET動作は1つまたは複数の個々の動画フラグメ
ントを取得できるので、動画フラグメントはHTTPストリーミングのために提供され得る。
動画フラグメントにおいて、異なるトラックのいくつかのトラックフラグメントが存在し
得る。HTTPストリーミングでは、メディアプレゼンテーションは、クライアントにアクセ
ス可能なデータの構造化された集合体であり得る。クライアントは、メディアデータ情報
を要求およびダウンロードして、ユーザにストリーミングサービスを提示することができ
る。
【００２１】
　HTTPストリーミングを使用して3GPPデータをストリーミングする例では、マルチメディ
アコンテンツのビデオおよび/またはオーディオデータに関して複数のリプレゼンテーシ
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ョンが存在し得る。以下で説明するように、異なるリプレゼンテーションは、異なるコー
ディング特性(たとえば、ビデオコーディング規格の異なるプロファイルまたはレベル)、
異なるコーディング規格またはコーディング規格の拡張(マルチビューおよび/またはスケ
ーラブル拡張など)、または異なるビットレートに対応し得る。そのようなリプレゼンテ
ーションのマニフェストは、メディアプレゼンテーション記述(MPD:Media Presentation 
Description)データ構造において定義され得る。メディアプレゼンテーションは、HTTPス
トリーミングクライアントデバイスにアクセス可能なデータの構造化された集合体に対応
し得る。HTTPストリーミングクライアントデバイスは、メディアデータ情報を要求および
ダウンロードして、クライアントデバイスのユーザにストリーミングサービスを提示する
ことができる。メディアプレゼンテーションは、MPDの更新を含み得るMPDデータ構造で記
述され得る。
【００２２】
　メディアプレゼンテーションは、1つまたは複数のピリオドのシーケンスを包含し得る
。ピリオドは、MPDにおいてPeriod要素によって定義され得る。各ピリオドは、MPDにおい
て属性startを有し得る。MPDは、ピリオドごとにstart属性とavailableStartTime属性と
を含み得る。ライブサービスの場合、ピリオドのstart属性とMPD属性availableStartTime
との合計が、UTCフォーマットによるピリオドの利用可能時間、特に、対応するピリオド
における各リプレゼンテーションの最初のメディアセグメントを指定し得る。オンデマン
ドサービスの場合、最初のピリオドのstart属性は0であり得る。任意の他のピリオドにつ
いては、start属性は、対応するPeriodの開始時間と最初のPeriodの開始時間との間の時
間オフセットを指定し得る。各ピリオドは、次のPeriodの開始まで、または最後のピリオ
ドの場合にはメディアプレゼンテーションの終了まで及び得る。Periodの開始時間は正確
であり得る。Periodの開始時間は、すべての先行ピリオドのメディアの再生から生じる実
際のタイミングを反映することができる。
【００２３】
　各ピリオドは、同じメディアコンテンツのための1つまたは複数のリプレゼンテーショ
ンを包含し得る。リプレゼンテーションは、オーディオデータまたはビデオデータの、多
数の符号化バージョンの選択肢の1つであってもよい。リプレゼンテーションは、符号化
のタイプ、たとえば、ビデオデータのビットレート、解像度、および/またはコーデック
、ならびにオーディオデータのビットレート、言語、および/またはコーデックによって
異なり得る。リプレゼンテーションという用語は、ある特定の方法で符号化された、マル
チメディアコンテンツのある特定のピリオドに対応する符号化オーディオデータまたは符
号化ビデオデータのあるセクションを指すために使用され得る。
【００２４】
　ある特定のピリオドのリプレゼンテーションは、リプレゼンテーションが属する適応セ
ットを示すMPD内の属性によって示されるグループに割り当てられ得る。同じ適応セット
内のリプレゼンテーションは、一般に、クライアントデバイスが、たとえば帯域幅に適応
するためにこれらのリプレゼンテーションの間で動的かつシームレスに切り替わることが
できる点で、互いに対する代替物と見なされる。たとえば、ある特定のピリオドのビデオ
データの各リプレゼンテーションは、同じ適応セットに割り当てられ得るので、リプレゼ
ンテーションのうちのいずれもが、対応するピリオドのマルチメディアコンテンツの、ビ
デオデータまたはオーディオデータなど、メディアデータを提示するように復号するため
に選択され得る。いくつかの例では、1つのピリオド内のメディアコンテンツは、存在す
る場合にはグループ0からの1つのリプレゼンテーション、または各々の非ゼロのグループ
からの最大でも1つのリプレゼンテーションの組合せのいずれかによって表され得る。あ
るピリオドの各リプレゼンテーションのタイミングデータは、ピリオドの開始時間に対し
て表され得る。
【００２５】
　リプレゼンテーションは1つまたは複数のセグメントを含み得る。各リプレゼンテーシ
ョンは、初期化セグメントを含んでもよく、またはリプレゼンテーションの各セグメント
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は、自己初期化するものであってもよい。初期化セグメントは、存在する場合、リプレゼ
ンテーションにアクセスするための初期化情報を包含し得る。一般に、初期化セグメント
は、メディアデータを包含しない。セグメントは、ユニフォームリソースロケータ(URL)
、ユニフォームリソースネーム(URN)、またはユニフォームリソース識別子(URI)のような
、識別子によって一意に参照され得る。MPDは、セグメントごとに識別子を提供すること
ができる。いくつかの例では、MPDはまた、URL、URN、またはURIによってアクセス可能な
ファイル内のセグメントのためのデータに対応し得る、range属性の形式で、バイト範囲
を提供することができる。
【００２６】
　異なるタイプのメディアデータに関して実質的に同時に取り出すために異なるリプレゼ
ンテーションを選択することができる。たとえば、クライアントデバイスは、そこからセ
グメントを取り出すオーディオリプレゼンテーション、ビデオリプレゼンテーション、お
よび時限のテキストリプレゼンテーションを選択することができる。いくつかの例では、
クライアントデバイスは、帯域幅に適応するために特定の適応セットを選択することがで
きる。すなわち、クライアントデバイスは、ビデオリプレゼンテーションを含む適応セッ
ト、オーディオリプレゼンテーションを含む適応セット、および/または時限のテキスト
を含む適応セットを選択することができる。代替として、クライアントデバイスは、ある
タイプのメディア(たとえば、ビデオ)に関する適応セットを選択し、他のタイプのメディ
ア(たとえば、オーディオおよび/または時限のテキスト)に関するリプレゼンテーション
を直接選択することができる。
【００２７】
　図1は、ネットワークを介してメディアデータをストリーミングするための技法を実施
する例示的なシステム10を示すブロック図である。この例では、システム10は、コンテン
ツ準備デバイス20と、サーバデバイス60と、クライアントデバイス40とを含む。クライア
ントデバイス40およびサーバデバイス60は、インターネットを含み得るネットワーク74に
よって通信可能に結合される。いくつかの例では、コンテンツ準備デバイス20およびサー
バデバイス60も、ネットワーク74または別のネットワークによって結合されてもよく、ま
たは直接通信可能に結合されてもよい。いくつかの例では、コンテンツ準備デバイス20お
よびサーバデバイス60は、同じデバイスを含み得る。
【００２８】
　図1の例では、コンテンツ準備デバイス20は、オーディオソース22とビデオソース24と
を含む。オーディオソース22は、たとえば、オーディオエンコーダ26によって符号化され
るべきキャプチャされたオーディオデータを表す電気信号を生成するマイクロフォンを含
んでもよい。あるいは、オーディオソース22は、以前に記録されたオーディオデータを記
憶する記憶媒体、コンピュータ化されたシンセサイザのようなオーディオデータ生成器、
またはオーディオデータの任意の他のソースを含んでもよい。ビデオソース24は、ビデオ
エンコーダ28によって符号化されるべきビデオデータを生成するビデオカメラ、以前に記
録されたビデオデータで符号化された記憶媒体、コンピュータグラフィックスソースのよ
うなビデオデータ生成ユニット、またはビデオデータの任意の他のソースを含んでもよい
。コンテンツ準備デバイス20は必ずしも、すべての例において、サーバデバイス60に通信
可能に結合されるとは限らないが、サーバデバイス60によって読み取られる別個の媒体に
マルチメディアコンテンツを記憶する場合がある。
【００２９】
　生のオーディオデータおよびビデオデータは、アナログデータまたはデジタルデータを
含んでもよい。アナログデータは、オーディオエンコーダ26および/またはビデオエンコ
ーダ28によって符号化される前にデジタル化されてもよい。オーディオソース22は、話し
ている参加者から、その参加者が話している間にオーディオデータを取得する場合があり
、ビデオソース24は、話している参加者のビデオデータを同時に取得する場合がある。他
の例では、オーディオソース22は、記憶されたオーディオデータを含むコンピュータ可読
記憶媒体を含んでもよく、ビデオソース24は、記憶されたビデオデータを含むコンピュー



(11) JP 6612249 B2 2019.11.27

10

20

30

40

50

タ可読記憶媒体を含んでもよい。このようにして、本開示で説明する技法は、ライブの、
ストリーミングの、リアルタイムのオーディオデータおよびビデオデータに、または保管
された、以前に記録されたオーディオデータおよびビデオデータに、適用されてもよい。
【００３０】
　ビデオフレームに対応するオーディオフレームは一般に、ビデオフレーム内に包含され
たビデオソース24によってキャプチャ(または、生成)されたビデオデータと同時に、オー
ディオソース22によってキャプチャ(または、生成)されたオーディオデータを包含するオ
ーディオフレームである。たとえば、話している参加者が一般に話すことによってオーデ
ィオデータを生成している間、オーディオソース22はオーディオデータをキャプチャし、
ビデオソース24は同時に、すなわち、オーディオソース22がオーディオデータをキャプチ
ャしている間に、話している参加者のビデオデータをキャプチャする。したがって、オー
ディオフレームは、1つまたは複数の特定のビデオフレームに時間的に対応し得る。した
がって、ビデオフレームに対応するオーディオフレームは一般に、オーディオデータおよ
びビデオデータが同時にキャプチャされた状況に対応し、その状況に対して、オーディオ
フレームおよびビデオフレームがそれぞれ、同時にキャプチャされたオーディオデータお
よびビデオデータを含む。
【００３１】
　いくつかの例では、オーディオエンコーダ26は、各符号化オーディオフレームにおいて
、符号化オーディオフレームのオーディオデータが記録された時間を表すタイムスタンプ
を符号化することができ、同様に、ビデオエンコーダ28は、各符号化ビデオフレームにお
いて、符号化ビデオフレームのビデオデータが記録された時間を表すタイムスタンプを符
号化することができる。そのような例では、ビデオフレームに対応するオーディオフレー
ムは、タイムスタンプを含むオーディオフレームと同じタイムスタンプを含むビデオフレ
ームとを含み得る。コンテンツ準備デバイス20は、オーディオエンコーダ26および/また
はビデオエンコーダ28がタイムスタンプを生成し得るようにする、またはオーディオソー
ス22およびビデオソース24がそれぞれオーディオデータおよびビデオデータをタイムスタ
ンプと関連付けるために使用し得る内部クロックを含み得る。
【００３２】
　いくつかの例では、オーディオソース22は、オーディオデータが記録された時間に対応
するデータをオーディオエンコーダ26に送ることができ、ビデオソース24は、ビデオデー
タが記録された時間に対応するデータをビデオエンコーダ28に送ることができる。いくつ
かの例では、オーディオエンコーダ26は、符号化オーディオデータにおいて、符号化オー
ディオデータの相対的な時間順序を示すために、オーディオデータが記録された絶対的な
時間を必ずしも示すとは限らないが、シーケンス識別子を符号化することができ、同様に
、ビデオエンコーダ28も、符号化ビデオデータの相対的な時間順序を示すためにシーケン
ス識別子を使用することができる。同様に、いくつかの例では、シーケンス識別子がタイ
ムスタンプとともにマップされるか、あるいはタイムスタンプと相関することがある。
【００３３】
　オーディオエンコーダ26は一般に、符号化オーディオデータのストリームを生成する一
方、ビデオエンコーダ28は、符号化ビデオデータのストリームを生成する。データの個別
の各ストリーム(オーディオかビデオかにかかわらず)は、エレメンタリストリームと呼ば
れることがある。エレメンタリストリームは、リプレゼンテーションの、単一のデジタル
的に符号化された(場合によっては、圧縮された)構成要素である。たとえば、リプレゼン
テーションの符号化されたビデオまたはオーディオの部分は、エレメンタリストリームで
あり得る。エレメンタリストリームは、ビデオファイル内にカプセル化される前に、パケ
ット化されたエレメンタリストリーム(PES:packetized elementary stream)に変換され得
る。同じリプレゼンテーション内で、ストリームIDが、あるエレメンタリストリームに属
するPESパケットを他のエレメンタリストリームに属するPESパケットと区別するために使
用され得る。エレメンタリストリームのデータの基本単位は、パケット化されたエレメン
タリストリーム(PES)パケットである。したがって、符号化ビデオデータは一般に、エレ
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メンタリビデオストリームに対応する。同様に、オーディオデータは、1つまたは複数の
それぞれのエレメンタリストリームに対応する。
【００３４】
　ITU-T H.264/AVCおよび今度の高効率ビデオコーディング(HEVC)規格など、多くのビデ
オコーディング規格は、エラーのないビットストリームのためのシンタックス、意味論、
および復号プロセスを定義し、それらのいずれもが、一定のプロファイルまたはレベルに
準拠する。ビデオコーディング規格は、一般的にエンコーダを規定しないが、エンコーダ
は、生成されたビットストリームがデコーダのための規格に準拠することを保証する役割
を課される。ビデオコーディング規格の文脈では、「プロファイル」は、アルゴリズム、
機能、またはツールのサブセット、およびこれらに適用される制約に相当する。H.264規
格によって定義されるように、たとえば、「プロファイル」は、H.264規格によって規定
される全体のビットストリームシンタックスのサブセットである。「レベル」は、たとえ
ば、デコーダメモリおよび計算のような、デコーダのリソース消費の制限に相当し、これ
は、ピクチャの解像度、ビットレート、およびブロック処理速度に関連する。プロファイ
ルは、profile_idc(プロファイルインジケータ)値によってシグナリングされ得るが、レ
ベルは、level_idc(レベルインジケータ)値によってシグナリングされ得る。
【００３５】
　たとえば、所与のプロファイルのシンタックスによって課される範囲内で、復号される
ピクチャの規定されたサイズのようなビットストリーム内のシンタックス要素のとる値に
応じて、エンコーダおよびデコーダの性能に大きい変動を要求することが依然として可能
であることを、H.264規格は認める。多くの用途において、特定のプロファイル内のシン
タックスのすべての仮想的な使用を扱うことが可能なデコーダを実装するのは、現実的で
も経済的でもないことを、H.264規格はさらに認める。したがって、H.264規格は、ビット
ストリーム内のシンタックス要素の値に課される制約の規定されたセットとして、「レベ
ル」を定義する。これらの制約は、値に対する単純な制限であってもよい。あるいは、こ
れらの制約は、値の算術的な組合せの制約の形式(たとえば、1秒当たりに復号されるピク
チャの数と、ピクチャの高さと、ピクチャの幅との積)をとってもよい。個々の実装形態
が、サポートされるプロファイルごとに異なるレベルをサポートしてもよいことを、H.26
4規格はさらに規定する。
【００３６】
　プロファイルに準拠するデコーダは普通、プロファイル内で定義されるすべての機能を
サポートする。たとえば、コーディング機能として、Bピクチャコーディングは、H.264/A
VCのベースラインプロファイルではサポートされないが、H.264/AVCの他のプロファイル
ではサポートされる。あるレベルに準拠するデコーダは、レベル内で定義された制限を超
えるリソースを要求しない、あらゆるビットストリームを復号することが可能であるべき
である。プロファイルおよびレベルの定義は、解釈力のために有用であり得る。たとえば
、ビデオ送信の間、一対のプロファイルとレベルの定義が、送信セッション全体に対して
取り決められ合意され得る。より具体的には、H.264/AVCにおいて、レベルは、処理され
る必要があるマクロブロックの数、復号ピクチャバッファ(DPB:decoded picture buffer)
のサイズ、符号化ピクチャバッファ(CPB:coded picture buffer)のサイズ、垂直方向の運
動ベクトルの範囲、2つの連続するMBあたりの運動ベクトルの最大の数に対する制限、お
よび、Bブロックが8×8ピクセルよりも小さいサブマクロブロック区画を有し得るかどう
かを定義することができる。このようにして、デコーダは、デコーダが適切にビットスト
リームを復号できるかどうかを決定することができる。
【００３７】
　図1の例では、コンテンツ準備デバイス20のカプセル化ユニット30は、ビデオエンコー
ダ28からの符号化ビデオデータを含むエレメンタリストリームと、オーディオエンコーダ
26からの符号化オーディオデータを含むエレメンタリストリームとを受信する。いくつか
の例では、ビデオエンコーダ28およびオーディオエンコーダ26は各々、符号化データから
PESパケットを形成するためのパケッタイザを含み得る。他の例では、ビデオエンコーダ2
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8およびオーディオエンコーダ26は各々、符号化データからPESパケットを形成するための
それぞれのパケッタイザとインターフェースをとる場合がある。さらに他の例では、カプ
セル化ユニット30は、符号化オーディオデータおよび符号化ビデオデータからPESパケッ
トを形成するためのパケッタイザを含み得る。
【００３８】
　ビデオエンコーダ28は、種々の方法でマルチメディアコンテンツのビデオデータを符号
化して、ピクセル解像度、フレームレート、様々なコーディング規格に対する準拠、様々
なコーディング規格のための様々なプロファイルおよび/もしくはプロファイルのレベル
に対する準拠、1つまたは複数のビューを有するリプレゼンテーション(たとえば、2次元
または3次元の再生用)、または他のそのような特性などの、様々な特性を有する様々なビ
ットレートのマルチメディアコンテンツの様々なリプレゼンテーションを生成してもよい
。本開示で使用される場合、リプレゼンテーションは、オーディオデータ、ビデオデータ
、(たとえば、クローズドキャプション用の)テキストデータ、または他のそのようなデー
タのうちの1つを含み得る。このリプレゼンテーションは、オーディオエレメンタリスト
リームまたはビデオエレメンタリストリームなどのエレメンタリストリームを含み得る。
各PESパケットは、PESパケットが属するエレメンタリストリームを特定するstream_idを
含んでもよい。カプセル化ユニット30は、様々なリプレゼンテーションのビデオファイル
(たとえば、セグメント)へとエレメンタリストリームを組み立てる役割を担う。
【００３９】
　カプセル化ユニット30は、オーディオエンコーダ26およびビデオエンコーダ28からのリ
プレゼンテーションのエレメンタリストリームのためのPESパケットを受信し、PESパケッ
トから対応するネットワーク抽象化レイヤ(NAL)ユニットを形成する。H.264/AVC(Advance
d Video Coding)の例では、符号化ビデオセグメントはNALユニットへと編成され、NALユ
ニットは、ビデオ電話、記憶、ブロードキャスト、またはストリーミングのような、「ネ
ットワークフレンドリ」なビデオリプレゼンテーションのアドレッシング適用(addressin
g application)を実現する。NALユニットは、ビデオ符号化レイヤ(VCL)NALユニットおよ
び非VCL NALユニットに分類されてもよい。VCLユニットは、コア圧縮エンジンを包含し得
、ブロック、マクロブロック、および/またはスライスレベルのデータを包含し得る。他
のNALユニットは、非VCL NALユニットであってもよい。いくつかの例では、1つの時間イ
ンスタンスにおける符号化ピクチャは、通常はプライマリ符号化ピクチャとして提示され
、1つまたは複数のNALユニットを含み得るアクセスユニットに包含され得る。
【００４０】
　非VCL NALユニットは特に、パラメータセットのNALユニットおよびSEI NALユニットを
含み得る。パラメータセットは、(シーケンスパラメータセット(SPS)内に)シーケンスレ
ベルヘッダ情報を包含し、(ピクチャパラメータセット(PPS)内に)頻繁には変化しないピ
クチャレベルヘッダ情報を包含し得る。パラメータセット(たとえば、PPSおよびSPS)があ
れば、この頻繁には変化しない情報は、各シーケンスまたはピクチャに対して繰り返され
る必要がなく、したがって、コーディング効率が向上し得る。さらに、パラメータセット
の使用が、重要なヘッダ情報の帯域外送信を可能にでき、エラーの復元のための冗長な送
信の必要がなくなる。帯域外送信の例では、パラメータセットのNALユニットが、SEI NAL
ユニットなどの他のNALユニットとは異なるチャネル上で送信され得る。
【００４１】
　サプリメンタルエンハンスメント情報(SEI:Supplemental Enhancement Information)は
、VCL NALユニットから符号化ピクチャサンプルを復号するために必要ではない情報を包
含し得るが、復号、表示、エラーの復元、および他の目的に関係するプロセスを支援し得
る。SEIメッセージは、非VCL NALユニットに包含され得る。SEIメッセージは、いくつか
の標準仕様の規範的部分であり、したがって、規格に準拠するデコーダの実装において常
に必須であるとは限らない。SEIメッセージは、シーケンスレベルSEIメッセージまたはピ
クチャレベルSEIメッセージであり得る。いくつかのシーケンスレベル情報は、SVCの例に
おけるスケーラビリティ情報SEIメッセージおよびMVCにおける表示スケーラビリティ情報
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SEIメッセージなどのSEIメッセージに包含され得る。これらの例示的なSEIメッセージは
、たとえば動作点の抽出および動作点の特性に関する情報を伝達することができる。加え
て、カプセル化ユニット30は、リプレゼンテーションの特性を記述するメディアプレゼン
テーション記述(MPD)などのマニフェストファイルを形成することができる。カプセル化
ユニット30は、拡張可能マークアップ言語(XML)に従ってMPDをフォーマットすることがで
きる。
【００４２】
　カプセル化ユニット30は、マニフェストファイル(たとえば、MPD)とともに、マルチメ
ディアコンテンツの1つまたは複数のリプレゼンテーションのためのデータを出力インタ
ーフェース32に提供してもよい。出力インターフェース32は、ユニバーサルシリアルバス
(USB)インターフェースのような記憶媒体へ書き込むためのネットワークインターフェー
スもしくはインターフェース、CDもしくはDVDのライターもしくはバーナー、磁気記憶媒
体もしくはフラッシュ記憶媒体へのインターフェース、または、メディアデータを記憶も
しくは送信するための他のインターフェースを含んでもよい。カプセル化ユニット30は、
マルチメディアコンテンツのリプレゼンテーションの各々のデータを出力インターフェー
ス32に提供することができ、出力インターフェース32は、ネットワーク送信または記憶媒
体を介してデータをサーバデバイス60に送ることができる。図1の例では、サーバデバイ
ス60は、各々がそれぞれのマニフェストファイル66と1つまたは複数のリプレゼンテーシ
ョン68A～68N(リプレゼンテーション68)とを含む様々なマルチメディアコンテンツ64を記
憶する記憶媒体62を含む。いくつかの例では、出力インターフェース32はネットワーク74
にデータを直接送ることもできる。
【００４３】
　いくつかの例では、リプレゼンテーション68は、適応セットへと分割され得る。つまり
、リプレゼンテーション68の様々なサブセットは、コーデック、プロファイルおよびレベ
ル、解像度、ビューの数、セグメントのファイルフォーマット、たとえば話者による、復
号され提示されるべきリプレゼンテーションおよび/またはオーディオデータとともに表
示されるべきテキストの言語または他の特性を識別し得るテキストタイプ情報、カメラの
角度または適応セット内のリプレゼンテーションのシーンの現実世界のカメラの視野を表
し得るカメラ角度情報、特定の視聴者に対するコンテンツの適切性を表すレーティング情
報のような、特性のそれぞれの共通のセットを含み得る。
【００４４】
　マニフェストファイル66は、特定の適応セットに対応するリプレゼンテーション68のサ
ブセットを示すデータ、さらには、適応セットの共通の特性を含んでもよい。マニフェス
トファイル66はまた、適応セットの個々のリプレゼンテーションのための、ビットレート
のような個々の特性を表すデータを含んでもよい。このようにして、適応セットは、簡略
化されたネットワーク帯域幅の適応を行ってもよい。適応セット内のリプレゼンテーショ
ンは、マニフェストファイル66の適応セット要素の子要素を使用して示されてもよい。
【００４５】
　サーバデバイス60は、要求処理ユニット70とネットワークインターフェース72とを含む
。いくつかの例では、サーバデバイス60は、複数のネットワークインターフェースを含み
得る。さらに、サーバデバイス60の機能のうちのいずれかまたはすべてが、ルータ、ブリ
ッジ、プロキシデバイス、スイッチ、または他のデバイスのような、コンテンツ配信ネッ
トワークの他のデバイス上で実装され得る。いくつかの例では、コンテンツ配信ネットワ
ークの中間デバイスは、マルチメディアコンテンツ64のデータをキャッシュし、サーバデ
バイス60の構成要素に実質的に準拠する構成要素を含み得る。一般に、ネットワークイン
ターフェース72は、ネットワーク74を介してデータを送るように、また受信するように構
成される。
【００４６】
　要求処理ユニット70は、記憶媒体62のデータに対するネットワーク要求をクライアント
デバイス40のようなクライアントデバイスから受信するように構成される。たとえば、要
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求処理ユニット70は、R. Fielding他による、RFC 2616、「Hypertext Transfer Protocol
-HTTP/1.1」、Network Working Group、IETF、1999年6月に記述されるような、ハイパー
テキスト転送プロトコル(HTTP)バージョン1.1を実装する場合がある。すなわち、要求処
理ユニット70は、HTTP GET要求または部分GET要求を受信して、それらの要求に応答して
、マルチメディアコンテンツ64のデータを提供するように構成されてもよい。要求は、た
とえば、セグメントのURLを使用して、リプレゼンテーション68のうちの1つのセグメント
を指定してもよい。いくつかの例では、要求はまた、セグメントの1つまたは複数のバイ
ト範囲を指定することができ、したがって、部分GET要求を含む。要求処理ユニット70は
さらに、リプレゼンテーション68のうちの1つのセグメントのヘッダデータを提供するた
めに、HTTP HEAD要求に対応するように構成されてもよい。いずれの場合でも、要求処理
ユニット70は、要求されたデータをクライアントデバイス40のような要求側デバイスに提
供するために、要求を処理するように構成されてもよい。
【００４７】
　追加または代替として、要求処理ユニット70は、ブロードキャストまたはeMBMSなどの
マルチキャストプロトコルを介してメディアデータを配信するように構成され得る。コン
テンツ準備デバイス20は、DASHセグメントおよび/またはサブセグメントを、説明したの
と実質的に同じ方法で作成することができるが、サーバデバイス60は、これらのセグメン
トまたはサブセグメントをeMBMSまたは別のブロードキャストもしくはマルチキャストの
ネットワークトランスポートプロトコルを使用して配信することができる。たとえば、要
求処理ユニット70は、クライアントデバイス40からマルチキャストグループ参加要求を受
信するように構成され得る。すなわち、サーバデバイス60は、マルチキャストグループと
関連付けられたインターネットプロトコル(IP)アドレスを、クライアントデバイス40を含
む、特定のメディアコンテンツ(たとえば、ライブイベントのブロードキャスト)と関連付
けられたクライアントデバイスに広告することができる。次にクライアントデバイス40は
、マルチキャストグループに参加することを求める要求を提出することができる。この要
求は、ネットワーク74、たとえば、ネットワーク74を構成するルータを通じて伝搬され、
それによりルータに、マルチキャストグループと関連付けられたIPアドレス宛のトラフィ
ックを、クライアントデバイス40などの加入側クライアントデバイスに向けさせることが
できる。
【００４８】
　図1の例に示すように、マルチメディアコンテンツ64は、メディアプレゼンテーション
記述(MPD)に対応し得るマニフェストファイル66を含む。マニフェストファイル66は、様
々な代替のリプレゼンテーション68(たとえば、品質が異なるビデオサービス)の記述を包
含してよく、この説明は、たとえば、コーデック情報、プロファイル値、レベル値、ビッ
トレート、およびリプレゼンテーション68の他の説明のための特性を包含し得る。クライ
アントデバイス40は、メディアプレゼンテーションのMPDを取り出して、リプレゼンテー
ション68のセグメントにどのようにアクセスするかを決定してもよい。
【００４９】
　特に、(本開示の技法を実装し得る)取出しユニット52は、クライアントデバイス40の構
成データ(図示せず)を取り出して、ビデオデコーダ48の復号能力およびビデオ出力44のレ
ンダリング能力を決定することができる。構成データはまた、クライアントデバイス40の
ユーザによって選択される言語の選好、クライアントデバイス40のユーザによって設定さ
れる深さの選好に対応する1つまたは複数のカメラ視野、および/または、クライアントデ
バイス40のユーザによって選択されるレーティングの選好のいずれかまたはすべてを含み
得る。取出しユニット52は、たとえば、HTTP GET要求および部分GET要求を提出するよう
に構成されたウェブブラウザまたはメディアクライアントを含み得る。取出しユニット52
は、クライアントデバイス40の1つまたは複数のプロセッサまたは処理ユニット(図示せず
)によって実行されるソフトウェア命令に対応し得る。いくつかの例では、取出しユニッ
ト52に関して説明した機能のすべてまたは一部は、ハードウェア、ハードウェアの組合せ
、ソフトウェア、および/またはファームウェアで実装されてよく、この場合、必須のハ



(16) JP 6612249 B2 2019.11.27

10

20

30

40

50

ードウェアは、ソフトウェアまたはファームウェアのための命令を実行するために提供さ
れ得る。
【００５０】
　取出しユニット52は、クライアントデバイス40の復号能力およびレンダリング能力を、
マニフェストファイル66の情報によって示されるリプレゼンテーション68の特性と比較す
ることができる。取出しユニット52は、最初に、マニフェストファイル66の少なくとも一
部分を取り出して、リプレゼンテーション68の特性を決定することができる。たとえば、
取出しユニット52は、1つまたは複数の適応セットの特性を記述する、マニフェストファ
イル66の一部分を要求する場合がある。取出しユニット52は、クライアントデバイス40の
コーディング能力およびレンダリング能力によって満たされ得る特性を有するリプレゼン
テーション68のサブセット(たとえば、適応セット)を選択することができる。取出しユニ
ット52は、次いで、適応セット内のリプレゼンテーションに対するビットレートを決定し
、ネットワーク帯域幅の現在利用可能な量を決定し、ネットワーク帯域幅によって満たさ
れ得るビットレートを有するリプレゼンテーションのうちの1つからセグメントを取り出
すことができる。
【００５１】
　概して、リプレゼンテーションのビットレートが高くなると、ビデオ再生の品質が高く
なる一方、リプレゼンテーションのビットレートが低くなると、利用可能なネットワーク
帯域幅が縮小したときに、ビデオ再生の品質が十分なものになる場合がある。したがって
、利用可能なネットワーク帯域幅が比較的高いときには、取出しユニット52は、ビットレ
ートが比較的高いリプレゼンテーションからデータを取り出すことができ、利用可能なネ
ットワーク帯域幅が低いときには、取出しユニット52は、ビットレートが比較的低いリプ
レゼンテーションからデータを取り出すことができる。このようにして、クライアントデ
バイス40は、ネットワーク74を介してマルチメディアデータをストリーミングすることが
できる一方、ネットワーク74の変化するネットワーク帯域幅の利用可能性に適応すること
もできる。
【００５２】
　追加または代替として、取出しユニット52は、ブロードキャスト、またはeMBMSまたはI
Pマルチキャストなどのマルチキャストネットワークプロトコルに従ってデータを受信す
るように構成され得る。そのような例では、取出しユニット52は、特定のメディアコンテ
ンツと関連付けられたマルチキャストネットワークグループに参加することを求める要求
を提出することができる。取出しユニット52は、マルチキャストグループに参加した後、
サーバデバイス60またはコンテンツ準備デバイス20にさらなる要求を出すことなしに、マ
ルチキャストグループのデータを受信することができる。取出しユニット52は、マルチキ
ャストグループのデータが必要ではなくなったときにマルチキャストグループを離れるこ
と、たとえば、再生を中断すること、または異なるマルチキャストグループにチャネルを
変えることを求める要求を提出することができる。
【００５３】
　本開示の第1の例示的な技法(アプリケーションベースの広告選択)では、取出しユニッ
ト52(または、取出しユニット52の一部を形成し得る、DASHクライアントのクライアント
アプリケーションなど、クライアントデバイス40の別の要素)は、DASHクライアントから
のまたはMBMSサーバ層からの支援なしに、ターゲット広告選択を実行することができる。
この例では、広告を選択するためのインテリジェンスは本明細書に存在するかまたは本明
細書の任務であり、これは、3GPP TS 26.346(マルチメディアブロードキャスト/マルチキ
ャストサービス(MBMS)、プロトコル、およびコーデック)など、適用可能な規格によって
指定されない他のサービスイネーブラとの相互作業に関連し得る。この例は、たとえば、
キャッシングおよび/またはクッキーを使用した異なるHTTPベースの配信技法を可能にし
得る。この例では、MBMSサービス層は広告配信を単に提供することができる。DASHクライ
アントはアプリケーションによって命令されたMPDを単にフェッチすることができる。こ
の例は、DASH-IF(DASH Industry Forum)によって考案された広告挿入フレームワークの後
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にモデル化され得る。この第1の例示的技法のさらなる詳細は、図4に関して下で説明する
。
【００５４】
　本開示の技法の第2の例示的なセット(DASHクライアントを含むサーバベースの広告選択
)では、取出しユニット52は、ネットワーク74のデバイス(たとえば、サーバデバイス60、
コンテンツ準備デバイス20、または図1に示さない別のデバイス)からの支援により、ター
ゲット広告選択を実行するDASHクライアントを含み得る。概して、ネットワーク74は、DA
SHイベント機構を採用して、広告決定に影響を及ぼすためのメタデータを包含する更新さ
れたMPDをフェッチするように取出しユニット52のDASHクライアントをトリガするデバイ
スを含む。取出しユニット52のMBMSクライアントが、すべての広告をダウンロードできる
か、または選択された広告だけをダウンロードできるかについて、公称モードと拡張モー
ドの両方を採用することができる。この技法は、DASH-IFによって考案された広告挿入フ
レームワークの後にモデル化され得る。この第2の例による技法の様々な態様については
、図5～図8Bに関して説明する。
【００５５】
　例のために、MPDを更新するためのDASHイベント機構が説明されてきたが、(更新された
MPDが、プログラム内への挿入/スプライスポイントの間にフェッチされることになる広告
(広告)セグメントを記述するリモートPeriod要素を包含するとき)DASHイベント機構の使
用は更新されたMPDの配信/獲得を可能にするために必須でないことを理解されたい。MPD
更新に関してチェックし続けることによって、DASHクライアントが広告ブレークの動的発
生を逃すことにならないように、(MPD@minimumUpdatePeriodによってシグナリングされる
)周期的な予想されるMPD更新を十分に高い周波数でシグナリングすることによって等価の
機能を提供することも可能である。そのような最小更新期間の使用の一例については、下
で図15A～図15Bの方法に関して説明する。
【００５６】
　第3の例示的な技法(MBMSクライアントアシスト型広告選択)では、取出しユニット52のM
BMSクライアントは、ユーザサービス記述(USD)内に包含されたメタデータの処理に基づい
て、広告選択を実行する。広告選択インテリジェンスおよび制御は、この例では、取出し
ユニット52のMBMSクライアント内にだけ存在すると仮定してよい。MBMSクライアントは、
ストリーミングプログラム配信に先立って、広告を選択的にダウンロードおよび事前キャ
ッシュすることができる。この例は、アプリケーションサービスとしてDASHに制限されな
いコンテンツパーソナル化機構を表す。したがって、この第3の例示的な技法は、リアル
タイムトランスポートプロトコル(RTP)ベースのストリーミングサービス配信に等しく適
用可能であり得、それと共通の方法で動作し得る。この第3の例による技法の様々な態様
については、図9～図11Bに関して説明する。
【００５７】
　ネットワークインターフェース54は、選択されたリプレゼンテーションのセグメントの
データを受信し、取出しユニット52に提供することができ、次に取出しユニット52は、セ
グメントをカプセル化解除ユニット50に提供することができる。カプセル化解除ユニット
50は、ビデオファイルの要素を、構成要素であるPESストリームへとカプセル化解除し、P
ESストリームをパケット化解除して符号化データを取り出し、たとえば、ストリームのPE
Sパケットヘッダによって示されるように、符号化データがオーディオストリームの一部
かビデオストリームの一部かに応じて、符号化データをオーディオデコーダ46またはビデ
オデコーダ48のいずれかに送ることができる。オーディオデコーダ46は、符号化オーディ
オデータを復号し、復号したオーディオデータをオーディオ出力42に送り、一方でビデオ
デコーダ48は、符号化ビデオデータを復号し、ストリームの複数のビューを含み得る復号
したビデオデータをビデオ出力44に送る。
【００５８】
　ビデオエンコーダ28、ビデオデコーダ48、オーディオエンコーダ26、オーディオデコー
ダ46、カプセル化ユニット30、取出しユニット52、およびカプセル化解除ユニット50は各
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々、1つまたは複数のマイクロプロセッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、特定用途向け
集積回路(ASIC)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)、ディスクリート論理回
路、ソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、またはこれらの任意の組合せのよう
な、種々の適切な処理回路のいずれかとして、適宜実装され得る。ビデオエンコーダ28お
よびビデオデコーダ48の各々は、1つまたは複数のエンコーダまたはデコーダに含まれて
よく、これらのいずれもが、結合されたビデオエンコーダ/デコーダ(コーデック)の一部
として統合され得る。同様に、オーディオエンコーダ26およびオーディオデコーダ46の各
々は、1つまたは複数のエンコーダまたはデコーダに含まれてよく、これらのいずれもが
、結合されたコーデックの一部として統合され得る。ビデオエンコーダ28、ビデオデコー
ダ48、オーディオエンコーダ26、オーディオデコーダ46、カプセル化ユニット30、取出し
ユニット52、および/またはカプセル化解除ユニット50を含む装置は、集積回路、マイク
ロプロセッサ、および/またはセルラー電話のようなワイヤレス通信デバイスを含み得る
。
【００５９】
　クライアントデバイス40、サーバデバイス60、および/またはコンテンツ準備デバイス2
0は、本開示の技法に従って動作するように構成され得る。例として、本開示は、クライ
アントデバイス40およびサーバデバイス60に関するこれらの技法を説明する。しかしなが
ら、コンテンツ準備デバイス20は、サーバデバイス60の代わりに(または、加えて)これら
の技法を実行するように構成され得ることを理解されたい。
【００６０】
　カプセル化ユニット30は、NALユニットが属するプログラム、ならびにペイロード、た
とえばオーディオデータ、ビデオデータ、またはNALユニットが対応するトランスポート
またはプログラムストリームを記述するデータを特定するヘッダを含むNALユニットを形
成することができる。たとえば、H.264/AVCにおいて、NALユニットは、1バイトのヘッダ
および可変サイズのペイロードを含む。そのペイロード内にビデオデータを含むNALユニ
ットは、ビデオデータの様々な粒度レベルを含み得る。たとえば、NALユニットは、ビデ
オデータのブロック、複数のブロック、ビデオデータのスライス、またはビデオデータの
全ピクチャを含み得る。カプセル化ユニット30は、ビデオエンコーダ28からの符号化ビデ
オデータをエレメンタリストリームのPESパケットの形で受信することができる。カプセ
ル化ユニット30は、各エレメンタリストリームを対応するプログラムと関連付けることが
できる。
【００６１】
　カプセル化ユニット30はまた、複数のNALユニットからアクセスユニットを組み立てる
ことができる。一般に、アクセスユニットは、ビデオデータのフレーム、ならびにそのよ
うなオーディオデータが利用可能であるときにそのフレームに対応するオーディオデータ
を表すために1つまたは複数のNALユニットを含むことができる。アクセスユニットは、一
般に、1つの出力時間インスタンスに対するすべてのNALユニット、たとえば1つの時間イ
ンスタンスに対するすべてのオーディオデータおよびビデオデータを含む。たとえば、各
ビューが20フレーム毎秒(fps)のフレームレートを有する場合、各時間インスタンスは、0
.05秒の時間間隔に対応し得る。この時間間隔の間、同じアクセスユニット(同じ時間イン
スタンス)のすべてのビューに対する特定のフレームは、同時にレンダリングされ得る。
一例では、アクセスユニットは、プライマリ符号化ピクチャとして提示され得る、1つの
時間インスタンス内の符号化ピクチャを含み得る。
【００６２】
　したがって、アクセスユニットは、共通の時間インスタンスのすべてのオーディオフレ
ームおよびビデオフレーム、たとえば時間Xに対応するすべてのビューを含むことができ
る。本開示はまた、特定のビューの符号化ピクチャを「ビューコンポーネント(view comp
onent)」と呼ぶ。すなわち、ビューコンポーネントは、特定の時間における特定のビュー
に対する符号化ピクチャ(または、フレーム)を含み得る。したがって、アクセスユニット
は、共通の時間インスタンスのすべてのビューコンポーネントを含むものとして定義され
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得る。アクセスユニットの復号順序は、必ずしも出力または表示の順序と同じである必要
はない。
【００６３】
　メディアプレゼンテーションは、異なる代替リプレゼンテーション(たとえば、異なる
品質を有するビデオサービス)の記述を包含し得るメディアプレゼンテーション記述(MPD)
を含むことができ、記述は、たとえば、コーデック情報、プロファイル値、およびレベル
値を含み得る。MPDは、マニフェストファイル66など、マニフェストファイルの一例であ
る。クライアントデバイス40は、メディアプレゼンテーションのMPDを取り出して、様々
なプレゼンテーションの動画フラグメントにどのようにアクセスするかを決定することが
できる。動画フラグメントは、ビデオファイルの動画フラグメントボックス(ムーフボッ
クス(moof box))内に配置され得る。
【００６４】
　マニフェストファイル66(たとえば、MPDを含み得る)は、リプレゼンテーション68のセ
グメントの利用可能性を広告することができる。すなわち、MPDは、リプレゼンテーショ
ン68のうちの1つの第1のセグメントが利用可能になる壁時計時間を示す情報、ならびにリ
プレゼンテーション68内のセグメントの持続時間を示す情報を含み得る。このようにして
、クライアントデバイス40の取出しユニット52は、開始時間ならびに特定のセグメントに
先行するセグメントの持続時間に基づいて、各セグメントが利用可能になるときを決定す
ることができる。
【００６５】
　カプセル化ユニット30が、受信されたデータに基づいてNALユニットおよび/またはアク
セスユニットをビデオファイルに組み立てた後、カプセル化ユニット30は、ビデオファイ
ルを出力のために出力インターフェース32に渡す。いくつかの例では、カプセル化ユニッ
ト30は、ビデオファイルを直接クライアントデバイス40に送る代わりに、ビデオファイル
をローカルに記憶するか、または出力インターフェース32を介してビデオファイルをリモ
ートサーバに送ることができる。出力インターフェース32は、たとえば、送信機、トラン
シーバ、たとえばオプティカルドライブ、磁気媒体ドライブ(たとえば、フロッピードラ
イブ)などのコンピュータ可読媒体にデータを書き込むためのデバイス、ユニバーサルシ
リアルバス(USB)ポート、ネットワークインターフェース、または他の出力インターフェ
ースを含み得る。出力インターフェース32は、たとえば、送信信号、磁気媒体、光学媒体
、メモリ、フラッシュドライブ、または他のコンピュータ可読媒体など、コンピュータ可
読媒体34にビデオファイルを出力する。
【００６６】
　ネットワークインターフェース54は、ネットワーク74を介してNALユニットまたはアク
セスユニットを受信し、NALユニットまたはアクセスユニットを取出しユニット52を介し
てカプセル化解除ユニット50に提供する。カプセル化解除ユニット50は、ビデオファイル
の要素を、構成要素であるPESストリームへとカプセル化解除し、PESストリームをパケッ
ト化解除して符号化データを取り出し、たとえば、ストリームのPESパケットヘッダによ
って示されるように、符号化データがオーディオストリームの一部かビデオストリームの
一部かに応じて、符号化データをオーディオデコーダ46またはビデオデコーダ48のいずれ
かに送ることができる。オーディオデコーダ46は、符号化オーディオデータを復号し、復
号したオーディオデータをオーディオ出力42に送り、一方でビデオデコーダ48は、符号化
ビデオデータを復号し、ストリームの複数のビューを含み得る復号したビデオデータをビ
デオ出力44に送る。
【００６７】
　図2は、図1の取出しユニット52の構成要素の例示的なセットをより詳細に示すブロック
図である。この例では、取出しユニット52は、eMBMSミドルウェアユニット100と、DASHク
ライアント110と、メディアアプリケーション112とを含む。
【００６８】
　eMBMSミドルウェアユニット100は、eMBMS受信ユニット106と、キャッシュ104と、プロ
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キシサーバ102とをさらに含む。この例では、eMBMS受信ユニット106は、たとえば、http:
//tools.ietf.org/html/rfc6726において入手可能な、T. Paila他、「FLUTE-File Delive
ry over Unidirectional Transport」、Network Working Group、RFC 6726、2012年11月
に記述されたファイル配信オーバー単方向トランスポート(FLUTE)に従って、eMBMSを介し
てデータを受信するように構成される。すなわち、eMBMS受信ユニット106は、たとえば、
BM-SCとして機能し得るサーバデバイス60からブロードキャストを介してファイルを受信
することができる。
【００６９】
　eMBMSミドルウェアユニット100がファイルに関するデータを受信すると、eMBMSミドル
ウェアユニットは受信したデータをキャッシュ104内に記憶することができる。キャッシ
ュ104は、フラッシュメモリ、ハードディスク、RAM、または任意の他の適切な記憶媒体な
ど、コンピュータ可読記憶媒体を含み得る。
【００７０】
　プロキシサーバ102は、DASHクライアント110に関するプロキシサーバとして機能し得る
。たとえば、プロキシサーバ102は、MPDファイルまたは他のマニフェストファイルをDASH
クライアント110に提供することができる。プロキシサーバ102は、MPDファイル内、なら
びにそこからセグメントを取り出すことができるハイパーリンク内のセグメントに関する
利用可能性時間を広告することができる。これらのハイパーリンクは、クライアントデバ
イス40に対応するローカルホストアドレスプレフィックス(たとえば、IPv4に関する127.0
.0.1)を含み得る。このようにして、DASHクライアント110は、HTTP GET要求または部分GE
T要求を使用して、プロキシサーバ102からセグメントを要求することができる。たとえば
、リンクhttp://127.0.0.1/rep1/seg3から利用可能なセグメントに関して、DASHクライア
ント110は、http://127.0.0.1/rep1/seg3に関する要求を含むHTTP GET要求を構築し、そ
の要求をプロキシサーバ102に提出することができる。プロキシサーバ102は、キャッシュ
104から要求されたデータを取出し、その要求に応答して、そのデータをDASHクライアン
ト110に提供することができる。
【００７１】
　セグメントを受信した後、DASHクライアント110は、セグメントが完全に受信されよう
と、部分的に受信されようと、セグメントのデータをメディアアプリケーション112に渡
すことができる。DASHクライアント110は、セグメントを処理して、たとえば、メディア
データをセグメントから抽出すること、および/またはメディアアプリケーション112によ
って使用可能でないデータを廃棄することができる。
【００７２】
　下でより詳細に説明する、本開示の技法によれば、eMBMSミドルウェアユニット100は、
1つまたは複数の広告グループを受信し、その広告グループのうちの1つに関するデータを
DASHクライアント110に提供することができる。たとえば、DASHクライアント110は、広告
グループのうちの1つを識別することができるか、またはeMBMSミドルウェアユニット100
が広告グループのうちの1つを選択することができるように、ユーザに関するデータをeMB
MSミドルウェアユニット100に提供することができる。
【００７３】
　図3は、例示的なマルチメディアコンテンツ120の要素を示す概念図である。マルチメデ
ィアコンテンツ120は、マルチメディアコンテンツ64(図1)、または記憶媒体62に記憶され
た別のマルチメディアコンテンツに対応し得る。図3の例では、マルチメディアコンテン
ツ120は、メディアプレゼンテーション記述(MPD)124と複数のリプレゼンテーション130～
140とを含む。リプレゼンテーション130は、任意選択のヘッダデータ132およびセグメン
ト134A～134N(セグメント134)を含み、一方でリプレゼンテーション140は、任意選択のヘ
ッダデータ142およびセグメント144A～144N(セグメント144)を含む。文字Nが、便宜的に
、リプレゼンテーション130、140の各々の最後の動画フラグメントを指定するために使用
される。いくつかの例では、リプレゼンテーション130、140の間に、異なる数の動画フラ
グメントが存在し得る。
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【００７４】
　MPD124は、リプレゼンテーション130～140とは別個のデータ構造を含み得る。MPD124は
、図1のマニフェストファイル66に対応し得る。同様に、リプレゼンテーション130～140
は、図1のリプレゼンテーション68に対応し得る。一般に、MPD124は、コーディング特性
およびレンダリング特性、適応セット、MPD124が対応するプロファイル、テキストタイプ
情報、カメラ角度情報、レーティング情報、トリックモード情報(たとえば、時間的なサ
ブシーケンスを含むリプレゼンテーションを示す情報)、および/またはリモートPeriodを
検索するための情報(たとえば、再生中のメディアコンテンツへのターゲット広告の挿入)
のような、リプレゼンテーション130～140の特性を一般に表すデータを含み得る。
【００７５】
　ヘッダデータ132は、存在する場合、セグメント134の特性、たとえば、ランダムアクセ
スポイント(RAP、ストリームアクセスポイント(SAP)とも呼ばれる)の時間ロケーション、
セグメント134のいずれがランダムアクセスポイントを含むか、セグメント134内のランダ
ムアクセスポイントに対するバイトオフセット、セグメント134のユニフォームリソース
ロケータ(URL)、またはセグメント134の他の側面を記述し得る。ヘッダデータ142は、存
在する場合、セグメント144の同様の特性を表すことができる。追加または代替として、
そのような特性はMPD124内に完全に含まれてもよい。
【００７６】
　セグメント134、144は、1つまたは複数の符号化ビデオサンプルを含み、ビデオサンプ
ルの各々が、ビデオデータのフレームまたはスライスを含み得る。セグメント134の符号
化ビデオサンプルの各々は、同様の特性、たとえば、高さ、幅、および帯域幅の要件を有
し得る。そのような特性は、MPD124のデータによって記述され得るが、そのようなデータ
は図3の例には示されていない。MPD124は、本開示で説明するシグナリングされた情報の
いずれかまたはすべてが加えられた、3GPP仕様によって記述されるような特性を含み得る
。
【００７７】
　セグメント134、144の各々は、固有のユニフォームリソースロケータ(URL)に関連付け
られ得る。したがって、セグメント134、144の各々は、DASHのようなストリーミングネッ
トワークプロトコルを使用して、独立して取出し可能であり得る。このようにして、クラ
イアントデバイス40のような宛先デバイスは、HTTP GET要求を使用して、セグメント134
または124を取り出すことができる。いくつかの例では、クライアントデバイス40は、HTT
P部分GET要求を使用して、セグメント134または124の特定のバイト範囲を取り出すことが
できる。
【００７８】
　図4は、本開示の技法を実装し得る別の例示的なシステム150を示すブロック図である。
図4のシステム150の要素は、概して、図1の要素に対応し得る。たとえば、システム150は
、広告(広告)判定サーバ154と、コンテンツ配信システム180と、クライアントデバイス15
2とを含む。コンテンツ配信システム180の要素は、概して、図1のコンテンツ準備デバイ
ス20および/またはサーバデバイス60に対応し得るのに対して、クライアントデバイス152
の要素は、図1のクライアントデバイス40に対応し得る。いくつかの例では、クライアン
トデバイス152の要素は、図1の取出しユニット52に対応し得る。
【００７９】
　この例では、コンテンツ配信システム180は、MPD生成器156と、パッケージャ(packager
)158と、オリジンサーバ160とを含む。MPD生成器156は、メインメディアコンテンツ(たと
えば、ユーザが見ることを希望するプログラムに関するメディアデータ)に関するMPD162
、ならびに、MPD164など、広告に関する1つまたは複数のMPDを生成する。MPD162はメディ
アコンテンツ166A～166Cを記述するのに対して、MPD164は広告データ168A～168Cを記述す
る。パッケージャ158は、メディアコンテンツ166A～166Cおよび広告データ168A～168Cを
組み立てる。パッケージャ158は、概して、カプセル化ユニット30(図1)に対応し得る。
【００８０】
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　クライアントデバイス152は、それ自体が広告管理サービス172を含むメディアアプリケ
ーション170を含む。クライアントデバイス152はまた、メインメディアコンテンツを取り
出すためのDASHクライアント176と広告データを取り出すためのDASHクライアント174とを
含む。アプリケーション170は、広告管理サーバ172を介して広告判定サーバ154からMPD U
RLを取り出し、MPD URLをDASHクライアント176およびDASHクライアント174に提供する。D
ASHクライアント174およびDASHクライアント176のうちのいずれかまたは両方は図2のDASH
クライアント110に対応し得る。広告管理サービス172は、下でより詳細に論じる、本開示
の技法に従って、広告に関するMPDを選択することができる。DASHクライアント174は、広
告に関するMPDを使用して、広告データ(たとえば、広告データ168A～168Cのうちの1つま
たは複数)をオリジンサーバ160から取り出すことができる。DASHクライアント176は、メ
インコンテンツ(たとえば、メインコンテンツ166A～166Cのうちの1つまたは複数)をオリ
ジンサーバ160から取り出すことができる。
【００８１】
　本開示の技法の第1の例によれば、アプリケーション固有イベントはアプリケーション1
70に渡されてよく、アプリケーション170は、外部広告判定サーバ154と相互に作用し、広
告コンテンツ、たとえば、広告データ168A～168Cを指すMPD URLをDASHクライアント174に
提供する。広告コンテンツが取得され、再生される間に、アプリケーション170はメイン
プログラムを休止する。広告挿入の後、アプリケーション170はメインプログラムの再生
を再開する。
【００８２】
　広告管理サービス172は、ユーザプロファイル/プリファレンス(「UP/P」)情報、コンテ
ンツ消費履歴、広告推奨エンジンなどを(単独で、または任意の組合せで)採用して、ター
ゲット広告挿入をサポートすることができる。このために、一般的なウェブ技術を使用す
ることができる。追加または代替として、IAB(Interactive Advertising Bureau)によっ
て定義されたVMAP(Video Multiple Ad Playlist)など、他の方法を使用することもできる
。
【００８３】
　この例では、MBMSサービス層(図示せず)は、DASHクライアント174、176に関する厳密な
配信機能を提供する。たとえば、MBMSサーバ層は、ターゲットユーザグループまたはター
ゲットユーザプロファイルに関して設計された利用可能な広告コンテンツデータを配信す
ることができ、この場合、各カテゴリーは一意のURLにマッピングされ得る。MBMSクライ
アントは、アプリケーション170の代わりに、DASHクライアント176による選択的な要求の
ためにすべてのブロードキャスト広告をダウンロードし、キャッシュすることができる。
【００８４】
　アプリケーション170、DASHクライアント174、176、MPD生成器156、およびパッケージ
ャ158は、ハードウェアまたはソフトウェアで実装され得る。ソフトウェアで実装される
とき、1つまたは複数の処理ユニットおよび1つまたは複数のコンピュータ可読記憶媒体な
ど、必須ハードウェアも提供されることが推定される。コンピュータ可読記憶媒体は、ソ
フトウェアに関する命令を記憶することができ、処理ユニットは、それらの命令を実行し
て、上で説明した機能を実行することができる。
【００８５】
　図5は、本開示の技法を実装し得る別の例示的なシステム200を示すブロック図である。
図5のシステム200の要素は、概して、図1の要素に対応し得る。たとえば、システム200は
、広告(広告)判定サーバ208と、コンテンツ配信システム212と、クライアントデバイス20
6とを含む。コンテンツ配信システム212の要素は、概して、図1のコンテンツ準備デバイ
ス20および/またはサーバデバイス60に対応し得るのに対して、クライアントデバイス206
の要素は、図1のクライアントデバイス40に対応し得る。いくつかの例では、クライアン
トデバイス206の要素は、図1の取出しユニット52に対応し得る。
【００８６】
　この例では、クライアントデバイス206は、メディアエンジン202と、DASHアクセスクラ



(23) JP 6612249 B2 2019.11.27

10

20

30

40

50

イアント204とを含む。DASHアクセスクライアント204は、図2のDASHクライアント110に対
応し得るのに対して、メディアエンジン202は、図2のメディアアプリケーション112に対
応し得る。コンテンツ配信システム212は、MPD生成器214と、パッケージャ216と、コンテ
ンツ配信ネットワーク(CDN)/オリジンサーバ218とを含む。オリジンサーバ218は、MPD220
と、メインコンテンツ222A～222Cと、広告データ224A～224Cとを記憶する。
【００８７】
　図5の例は、本開示の技法の第2の例示的なセットの考えられる実装を表す。この技法の
第2の例示的なセットでは、基本概念は、DASHアクセスクライアント204およびHTTPスタッ
クは適切な広告を取得する役割を担うことである。MPD220に記述されるリモートPeriodは
広告コンテンツ(たとえば、広告データ224A～224C)と呼ばれる場合があり、広告コンテン
ツは、Period@xlink:hrefの適切なフォーマットによって、特定のユーザグループ/プロフ
ァイルをターゲットとし得る。したがって、DASHアクセスクライアント204はXLink(すな
わち、XMLリンク付け言語データ)をXLinkレゾルバ210に導き、XLinkレゾルバ210は、適切
なリモートPeriodを記述するデータを広告判定サーバ208から取り出す。MPD生成器214がM
PD220を生成するときに広告ブレーク時間が知られている場合、CDN/オリジンサーバ218は
、リモートPeriodを包含するMPD220を事前に送ることができる。代替として、CDN/オリジ
ンサーバ218は、DASH固有イベントを使用して、リモートPeriodデータを動的に送り、DAS
Hアクセスクライアント204がMPD220に対する更新を獲得するのをトリガすることができる
。
【００８８】
　広告を選択するための技法は、図4に関して上で説明した技法と同様であり得る。たと
えば、UP/P情報、コンテンツ消費履歴、および広告推奨エンジンなどを採用して、ターゲ
ット広告挿入をサポートすることができる。
【００８９】
　上述のように、第2の例は技術のあるセットを含む。すなわち、(単独で、または何らか
の組合せで使用される)様々なオプションが可能である。第1のオプションでは、MBMSサー
ビス層(図示せず)は非選択的広告受信を実行する。MBMSサーバ層は、ターゲットユーザグ
ループまたはターゲットユーザプロファイルに関して設計された利用可能な広告コンテン
ツデータを配信することができ、この場合、各カテゴリーは一意のURLにマッピングされ
得る。MBMSクライアントは、DASHアクセスクライアント204および/またはメディアエンジ
ン202による選択的な要求のためにすべてのブロードキャスト広告をダウンロードし、キ
ャッシュすることができる。
【００９０】
　第2のオプションでは、MBMSサービス層は選択的広告受信を実行する。ブロードキャス
トマルチキャストサービスセンター(BM-SC:Broadcast Multicast Service Center)は、メ
タデータを各広告(たとえば、広告データ224A～224C)に添付することができ、DASHアクセ
スクライアント204は、MBMSクライアントがブロードキャスト広告(たとえば、広告データ
224A～224Cのうちの1つ)を選択的にダウンロードし、キャッシュするように、選択的にダ
ウンロードし、キャッシュするための広告データの好ましいカテゴリーについてMBMSクラ
イアントに知らせることができる。
【００９１】
　メディアエンジン202、DASHアクセスクライアント204、MPD生成器214、およびパッケー
ジャ216は、ハードウェアまたはソフトウェアで実装され得る。ソフトウェアで実装され
るとき、1つまたは複数の処理ユニットおよび1つまたは複数のコンピュータ可読記憶媒体
など、必須ハードウェアも提供されることが推定される。コンピュータ可読記憶媒体は、
ソフトウェアに関する命令を記憶することができ、処理ユニットは、それらの命令を実行
して、上で説明した機能を実行することができる。
【００９２】
　図6A～図8Bは、DASHクライアント(たとえば、DASHアクセスクライアント204)が適切な
広告コンテンツの受信を確実にする様々な例示的な方法を示すシーケンス図である。図6A
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～図8Bの様々な方法は、図5に関して上で説明した、本開示の技法の第2の例示的なセット
に一致する。
【００９３】
　図6A～図8Bは、様々なタスクを実行するとして説明される。これらの要素は、アプリケ
ーション(たとえば、メディアエンジン202)と、DASHクライアント(たとえば、DASHアクセ
スクライアント204)と、MBMSクライアント(ローカルHTTPプロキシおよびXLinkレゾルバ21
0を含み得る)と、BM-SC(たとえば、CDN/オリジンサーバ218)と、広告判定サーバ(たとえ
ば、判定サーバ208)と、コンテンツプロバイダ(たとえば、MPD生成器214およびパッケー
ジャ216を含む)と、広告プロバイダ(図5に示さず)とを含む。
【００９４】
　図6Aおよび図6Bは、本開示の技法の第2の例示的なセットに関して上で説明した第1のオ
プションによる方法の一例を示す。さらに、図6Aおよび図6Bの例は、(たとえば、ライブ
イベントの場合)MPDが生成されるとき広告ブレーク開始時間が知られていない状況に対応
する。図6Aおよび図6Bは、アプリケーション(たとえば、図2のメディアアプリケーション
112)と、DASHクライアント(たとえば、図2のDASHクライアント110)と、MBMSクライアント
(たとえば、図2のeMBMSミドルウェアユニット100)と、BM-SCと、広告判定サーバと、コン
テンツプロバイダと、広告プロバイダとを含めて、様々な要素によって実行される活動を
示す。
【００９５】
　図6Aおよび図6Bの例では、DASHクライアントは、ローカルgroupIDが「B」に等しいこと
を認識していると仮定される。また、コンテンツ/広告プロビジョニングおよびMPDフォー
マットに関して、MBMSオペレータとコンテンツプロバイダと広告プロバイダとの間に取引
合意が存在すると仮定する。図6Aおよび図6Bの例では、当初、BM-SCは、MPDフラグメント
を有するUSDをMBMSクライアントに配信し、MBMSクライアントはMPDをDASHクライアントに
転送する。BM-SCは、次いで、ブロードキャストを介して、各々が将来の時間T1におけるP
eriodの開始時間を有する、たとえば、1) http://adserver.com/ad1?id="A"、2) http://
adserver.com/ad1?id="B"、および3) http://adserver.com/ad1?id="C"のBaseURLを備え
たリモートPeriod要素に対応する3つのファイルを配信することができる。MBMSクライア
ントはすべてのリモートPeriod要素をダウンロードし、キャッシュする。
【００９６】
　将来の何らかの時点で、近い将来の広告挿入発生を示すキューメッセージを広告プロバ
イダから受信する結果として、BM-SCは、MBMSクライアントが受信し、DASHクライアント
に転送する、更新されたMPDの獲得をトリガするためのDASH固有イベントを(たとえば、MP
Dイベントまたはインバンドイベントメッセージを介して)シグナリングする。BM-SCは、
次いで、更新されたMPD、USBD、およびスケジュールフラグメントをブロードキャストし
、この場合、USBDはリモートPeriod内で広告コンテンツを搬送するFLUTEセッションを参
照する配信方法を包含し、スケジュールは次の広告送信を宣言する。応答して、DASHクラ
イアントは更新されたMPDをフェッチする(この場合、この例では、MPDは、Period@xlink:
href=http://adserver.com/ad1?id=$groupID$および@xlink:actuate="onRequest"を有す
るリモートPeriodを示す)。この場合、DASHクライアントは、リモートPeriodに関するリ
ンクを即時にデリファレンスすることを試みないが、関連するコンテンツの再生がその期
間に入ることが予想されるまで、そのようなデリファレンス活動を延期する。
【００９７】
　BM-SCは、次いで、ターゲットgroupID(たとえば、下で図13Aおよび図13Bを参照して論
じるような、たとえば、ファイル配信テーブル(FDT)「File」要素拡張属性「$groupID$」
など)によって各広告をタグ付けして、リモートPeriod要素によって参照された広告コン
テンツをブロードキャストする。追加または代替として、下で論じるように、フィルタ記
述フラグメントのgroupIDFilterは広告データを識別することができる。MBMSクライアン
トは、この例では、広告のすべてをダウンロードし、キャッシュする。時間T1が近づくと
、DASHクライアントは、@xlink:href内に出現するURLに関するHTTP要求を発行することに



(25) JP 6612249 B2 2019.11.27

10

20

30

40

50

よって、リモートPeriod要素のデリファレンスを要求し、「B」のローカルgroupID値をMB
MSクライアントに提供する。応答して、MBMSクライアントは、要求時に、適切な広告配信
のためのgroupID=「B」を記録し、BaseURL=「http://adserver.com/ad1?id="B"」と関連
付けられた期間をDASHクライアントに配信する。DASHクライアントは、次いで、この広告
のセグメントをアプリケーションに提供する。このプロセスは、広告データが完全に再生
されるまで続き、次いで、メインコンテンツの標準ブロードキャストが再開し得る。
【００９８】
　図7Aおよび図7Bは、(たとえば、ライブイベントに関する)MPDが生成される時点で広告
可用性(広告可用性)時間が知られていない一例を示す。図7Aおよび図7Bの例は、MBMSクラ
イアントによる選択的な広告受信が存在する、上で説明したオプション2に対応する。こ
の例では、ブロードキャスト広告配信は、広告可用性時間の直前に発生する。図7Aおよび
図7Bは、アプリケーション(たとえば、図2のメディアアプリケーション112)と、DASHクラ
イアント(たとえば、図2のDASHクライアント110)と、MBMSクライアント(たとえば、図2の
eMBMSミドルウェアユニット100)と、BM-SCと、広告判定サーバと、コンテンツプロバイダ
と、広告プロバイダとを含めて、様々な要素によって実行される活動を示す。
【００９９】
　図7Aおよび図7Bの例では、状態情報(たとえば、クッキー、加入情報、使用履歴など)は
、ユーザ装置(UE)上に存在し、HTTP要求内でDASHクライアントによってネットワークのデ
バイスに配信可能であると仮定する。同様に、この例では、コンテンツ/広告プロビジョ
ニングおよびMPDのフォーマットに関して、MBMSオペレータとコンテンツプロバイダと広
告プロバイダとの間に取引合意が存在すると仮定する。
【０１００】
　当初、BM-SCは、MPDフラグメントを有するUSDをMBMSクライアントに配信し、MBMSクラ
イアントはMPDをDASHクライアントに転送する。BM-SCは、次いで、ブロードキャストを介
して、各々が将来の時間T1におけるPeriod開始時間を有する、たとえば、1) http://adse
rver.com/ad1?id="A"、2) http://adserver.com/ad1?id="B"、および3) http://adserver
.com/ad1?id="C"のBaseURLを備えたリモートPeriod要素に対応する3つのファイルを配信
することができる。MBMSクライアントはすべてのリモートPeriod要素をダウンロードし、
キャッシュする。将来の何らかの時点で、近い将来の広告挿入発生を示すキューメッセー
ジを広告プロバイダから受信する結果として、BM-SCは、MBMSクライアントが受信し、DAS
Hクライアントに転送する、更新されたMPDの獲得をトリガするためのDASH固有イベントを
(たとえば、MPDイベントまたはインバンドイベントメッセージを介して)シグナリングす
る。BM-SCは、次いで、更新されたMPD、USBD、およびスケジュールフラグメントをブロー
ドキャストし、この場合、USBDはリモートPeriod内で広告コンテンツを搬送するFLUTEセ
ッションを参照する配信方法を包含し、スケジュールは次の広告送信を宣言する。
【０１０１】
　応答して、DASHクライアントは更新されたMPDをフェッチする(この場合、MPDは、Perio
d@xlink:href=http://adserver.com/ad1?id=$groupID$および@xlink:actuate="onLoad"を
有するリモートPeriodを示す)。この場合、DASHクライアントは、MPDをロードするとすぐ
に、リモートPeriodに関するリンクをデリファレンスすることになり、上で説明したUE状
態情報をXlinkレゾルバとして機能するMBMSクライアントに渡すことになる。MBMSクライ
アントは、次いで、状態情報を後続のターゲット広告ダウンロードのための広告グループ
のうちの1つにマッピングする。この例では、MBMSクライアントは状態情報をgroupID=「B
」にマッピングすると仮定する。
【０１０２】
　DASHクライアントは、次いで、@xlink:href内に出現するURLに関するHTTP GETを発行す
ることによって、リモートPeriod要素のデリファレンスを要求する。MBMSクライアントは
、この例では、BaseURL=「http://adserver.com/ad1?id="B"」と関連付けられたPeriod要
素を配信することによって応答する。BM-SCは、次いで、ターゲットgroupID(たとえば、
下で図13Aおよび図13Bを参照して論じるような、たとえば、FDT拡張属性など)によって各
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広告をタグ付けして、リモートPeriod要素によって参照され広告コンテンツファイルをブ
ロードキャストする。追加または代替として、下で論じるように、フィルタ記述フラグメ
ントのgroupIDFilterは広告データを識別することができる。
【０１０３】
　MBMSは、次いで、この例では、groupID=「B」を有する広告を選択的にダウンロードし
、キャッシュすることができる。時間T1が近づくと、DASHクライアントは、@xlink:href
内に出現するURLに関するHTTP要求を発行することによって、リモートPeriod要素のデリ
ファレンスを要求し、「B」のローカルgroupID値をMBMSクライアントに提供する。応答し
て、MBMSクライアントは、要求時に、適切な広告配信のためのgroupID=「B」を記録し、B
aseURL=「http://adserver.com/ad1?id="B"」と関連付けられたPeriodをDASHクライアン
トに配信する。DASHクライアントは、次いで、この広告のセグメントをアプリケーション
に提供する。このプロセスは、広告データが完全に再生されるまで続き、次いで、メイン
コンテンツの標準ブロードキャストが再開し得る。
【０１０４】
　図8Aおよび図8Bは、(たとえば、ライブイベントに関する)MPDが生成される時点で広告
可用性(広告可用性)時間が知られていない一例を示す。図7Aおよび図7Bの例は、上で説明
したオプション2に対応し、この場合、広告はMBMSクライアントによる選択的な広告受信
が存在する直前にブロードキャストされる。図8Aおよび図8Bのこの例では、ブロードキャ
スト広告配信は、広告可用性時間のかなり前に発生し、その広告を再生する時間まで、選
択的にキャッシュされる。図8Aおよび図8Bは、アプリケーション(たとえば、図2のメディ
アアプリケーション112)と、DASHクライアント(たとえば、図2のDASHクライアント110)と
、MBMSクライアント(たとえば、図2のeMBMSミドルウェアユニット100)と、BM-SCと、広告
判定サーバと、コンテンツプロバイダと広告プロバイダとを含めて、様々な要素によって
実行される活動を示す。
【０１０５】
　図8Aおよび図8Bの例では、状態情報(たとえば、クッキー、加入情報、使用履歴など)は
、ユーザ装置(UE)上に存在すると仮定する。図7Aおよび図7Bの例とは対照的に、DASHクラ
イアントは、DASHコンテンツに関する初期HTTP要求の間、状態情報をMBMSクライアントに
渡す。図7Aおよび図7Bの例と同様に、コンテンツ/広告プロビジョニングおよびMPDのフォ
ーマットに関して、MBMSオペレータとコンテンツプロバイダと広告プロバイダとの間に取
引合意が存在すると仮定する。
【０１０６】
　したがって、この例では、MBMSクライアントは、後続のターゲット広告ダウンロードの
ために、クライアントデバイス(UE)に関する状態情報を早い段階でgroupID、たとえば、g
roupID=「B」にマッピングすることができる。次いで、BM-SCは、USDフラグメント内で配
信されたスケジュールに従って、広告コンテンツをブロードキャストすることができ、こ
れは初期の広告可用性が可能になるかなり前に発生し得る。ターゲットgroupID(下で図13
Aおよび図13Bを参照して論じるような、たとえば、FDT拡張属性など)によって各広告をタ
グ付けして、広告コンテンツはリモートPeriod要素によって参照される。追加または代替
として、下で論じるように、フィルタ記述フラグメントのgroupIDFilterは広告データを
識別することができる。MBMSクライアントは、次いで、この例では、groupID=「B」を有
する広告を選択的にダウンロードし、キャッシュする。
【０１０７】
　次に、BM-SCは、MPDフラグメントを有するUSDをMBMSクライアントに配信し、MBMSクラ
イアントはMPDをDASHクライアントに転送する。BM-SCは、次いで、ブロードキャストを介
して、各々が将来の時間T1におけるPeriod開始時間を有する、たとえば、1) http://adse
rver.com/ad1?id="A"、2) http://adserver.com/ad1?id="B"、および3) http://adserver
.com/ad1?id="C"のBaseURLを備えたリモートPeriod要素に対応する3つのファイルを配信
することができる。MBMSクライアントはユーザと関連付けられたgroupID値をすでに決定
しているため(この例では、groupID=「B」)、MBMSクライアントはBaseURL http://adserv
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er.com/ad1?id="B"と関連付けられたリモートPeriod要素をダウンロードし、キャッシュ
することができる。将来の何らかの時点で、近い将来の広告挿入発生を示すキューメッセ
ージを広告プロバイダから受信する結果として、BM-SCは、MBMSクライアントが受信し、D
ASHクライアントに転送する、更新されたMPDの獲得をトリガするためのDASH固有イベント
を(たとえば、MPDイベントまたはインバンドイベントメッセージを介して)シグナリング
する。BM-SCは、次いで、更新されたMPDフラグメントをブロードキャストし、MBMSクライ
アントがその更新されたMPDフラグメントを受信する。
【０１０８】
　次いで、DASHクライアントは更新されたMPDをフェッチする(この場合、MPDは、Period@
xlink:href=http://adserver.com/ad1?id=Bおよび@xlink:actuate="onLoad"を有するリモ
ートPeriodを示す)。この場合、DASHクライアントは、リモートPeriodに関するリンクを
デリファレンスすることになる。同様に、この例では、DASHクライアントは、Xlink URL
内のパラメータに関する値を置き換えなくてよいが、これは、MPD自体が広告グループ(こ
の例では、B)に関する値を指定するためである。MBMSクライアントは、この例では、Base
URL=「http://adserver.com/ad1?id="B"」と関連付けられたPeriod要素を配信することに
よって応答する。すなわち、MBMSクライアントは、上で論じたように、この例では、広告
グループ「B」と関連付けられたデータだけをキャッシュすることになる。
【０１０９】
　時間T1が近づくと、DASHクライアントは、前に受信したPeriod要素と関連付けられるコ
ンテンツの第1のセグメント、すなわち、ターゲット広告を要求し、MBMSクライアントか
ら受信する。DASHクライアントは、次いで、広告のこのセグメントのメディアコンテンツ
をアプリケーションに提供する。このプロセスは、広告データが完全に再生されるまで続
き、次いで、メインコンテンツの標準ブロードキャストが再開し得る。
【０１１０】
　6A～図8Bは、本開示の技法による、可能な例のうちのいくつかだけを表す。サーバベー
スの方法に関する他のコールフロー変形体も同様に可能である。たとえば、広告可用性よ
りかなり前に発生するブロードキャスト広告配信の場合、MPD更新内で搬送されるPeriod@
xlink:actuateの値は(「onLoad」の代わりに)「onRequest」に設定され得る。ターゲット
広告はすでにUE上に選択的にダウンロードされ、キャッシュされているため、それが広告
可用性の前に発生する限り、xlinkを解決する時間的緊急性は存在しない。いくつかの理
由により、広告可用性の発生時に何のターゲット広告もデバイス上で利用可能でない場合
、デフォルトの事前記憶された広告をその場所で再生することができる。
【０１１１】
　それによって、MBMSクライアントがDASHクライアントによって提供されたUE状態情報か
ら適切な「groupID」値を配信する様々な可能な機構も存在する。一例として、ローカルU
P/Pデータベース、コンテンツ推奨エンジン、または局所的に記憶された使用履歴ログを
使用した推論の実行など、UE常駐イネーブラに対するアクセスが存在し得る。別の例とし
て、外部UP/Pデータベース、またはコンテンツ推奨エンジンなど、ネットワーク側イネー
ブラに対するアクセスが存在し得る。
【０１１２】
　MBMSクライアント支援型広告選択を対象とする、本開示の技法の第3の例については、
図9～図11Bに関して説明する。第3の例の基本概念は、MBMSクライアントが、USD内に包含
されたメタデータおよび/またはフィルタ規則に基づいて、ブロードキャスト広告を選択
的にダウンリードし、キャッシュすることである。フィルタ記述フラグメントは広告フィ
ルタリングデータを搬送するように拡張され得る。この例は、MBMSクライアントに対する
UP/P情報、コンテンツ消費情報などのイネーブラの可用性を推定する。たとえば、イネー
ブラは、MBMSクライアントにアクセス可能なデバイス常駐UP/P情報を含み得る。特定のUP
/Pデータおよび相互作用については説明しないが、当業者によって決定され得る。
【０１１３】
　さらに、MBMSサービス層は広告フィルタリング/選択機能を提供する。ブロードキャス
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ト広告は、MBMSクライアントによる選択的なダウンロードおよびキャッシュのためにプロ
グラム(たとえば、DASHメディアプレゼンテーション)に先立って配信されると仮定する。
MBMSクライアントによる選択機構は実装固有であり得る。
【０１１４】
　図9は、ロケーションフィルタデータを搬送するための、現在定義されている、例示的
なフィルタ記述フラグメントを示す概念図である。図10は、ユーザプリファレンス&プロ
ファイル(UP/P)データを搬送するためのフィルタ記述フラグメントに対する拡張を示す概
念図である。図10の例では、userPrefProfData要素は、広告選択のための属性値の対(た
とえば、ユーザ人口統計、コンテンツカテゴリー、レーティング、人気など)を包含する
。userPrefProfRule要素は、広告選択のためのフィルタリング規則(特定の条件および論
理)を包含する。
【０１１５】
　図11Aおよび図11Bは、本開示の技法による、MBMSクライアント支援型広告選択のための
例示的な方法を示すシーケンス図である。この例では、MPDが生成される時点で広告ブレ
ーク開始時間は知られている。図11Aおよび図11Bのアクティブユニットは、図6A～図8Bの
アクティブユニットと実質的に同様である。図11Aおよび図11Bは、アプリケーション(た
とえば、図2のメディアアプリケーション112)と、DASHクライアント(たとえば、図2のDAS
Hクライアント110)と、MBMSクライアント(たとえば、図2のeMBMSミドルウェアユニット10
0)と、BM-SCと、広告判定サーバと、コンテンツプロバイダと、広告プロバイダとを含め
て、様々な要素によって実行される活動を示す。
【０１１６】
　図11Aおよび図11Bの例では、MBMSクライアントはUP/Pデータに対するアクセスを有し、
コンテンツ/広告プロビジョニングおよびMPDのフォーマットに関して、MBMSオペレータと
コンテンツプロバイダと広告プロバイダとの間に取引合意が存在すると仮定する。最初に
、BM-SCは、たとえば、図10の例に従って、MPDとフィルタ記述とを含むUSDを提供する。
アプリケーションはMPD URLをDASHクライアントに送り、DASHクライアントはURLからMPD
をフェッチする。MPDは、通常コンテンツに関するPeriod_1と、広告コンテンツに対するX
Linkを有し、属性xlink:actuate="onRequest"を有するリモートPeriod_2と、さらなる通
常コンテンツを有するPeriod_3とを含むと仮定する。すなわち、この例では、Period_2は
事前決定された広告ブレークを表す。コンテンツプロバイダは、通常(または、メイン)コ
ンテンツをBM-SCに提供し、広告プロバイダは広告コンテンツをBM-SCに提供する。
【０１１７】
　BM-SCは(Period_2においてXLinkによって参照されるコンテンツに対応する)広告をMBMS
クライアントにブロードキャストする。MBMSクライアントは、たとえば、UP/Pデータまた
はフィルタ記述の規則に従って、広告を選択的にダウンロードし、キャッシュする。BM-S
Cは、次いで、Period_1のセグメントをMBMSクライアントにブロードキャストする。Perio
d_2の開始が近づくと、DASHクライアントは、@xlink:href内に出現するURLに関するHTTP
要求を発行することによって、(この例では、Period_2に対応する)リモートPeriod要素の
デリファレンスを要求する。MBMSクライアントは、次いで、@xlink:hrefによって参照さ
れる(Period_2に対応する)Period要素を配信する。DASHクライアントは、Period_1のセグ
メント(たとえば、「http://example.com/per-1/rep-512/seg-i.3gp」などのセグメントU
RL、この場合、i∈{1,99})をフェッチする。
【０１１８】
　DASHクライアントは、次いで、Period_1(プログラムコンテンツ)のセグメントをアプリ
ケーションに送る。DASHクライアントはまた、MBMSクライアントから(xlinkによって参照
される)Period_2のセグメントを要求する。MBMSクライアントは、ローカルキャッシュか
らPeriod_2のセグメントを取り出すために、たとえば、HTTP303応答を使用して、ローカ
ルホストアドレスにDASHクライアントを導く。DASHクライアントは、次いで、キャッシュ
された広告コンテンツ(たとえば、「http://localhost.com/per-2/rep-512/seg-j.3gp」
などのセグメントURL、この場合、j∈{100,129})に関してPeriod_2のセグメントをフェッ
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チする。
【０１１９】
　DASHクライアントは、次いで、Period_2(広告コンテンツ)のセグメントをアプリケーシ
ョンに送る。BM-SCはまた、Period_3のセグメントをMBMSクライアントにブロードキャス
トする。DASHクライアントはまた、MBMSクライアント(たとえば、「http://example.com/
per-3/rep-512/seg-k.3gp」などのセグメントURL、この場合、k∈{130,200})からPeriod_
3のセグメントを要求する。DASHクライアントは、次いで、Period_3(プログラムコンテン
ツ)のセグメントをアプリケーションに送る。
【０１２０】
　図12は、本開示の技法による、リアルタイムトランスポートプロトコル(RTP)に関するM
BMSクライアント支援型広告選択および挿入のための例示的な方法を示すシーケンス図で
ある。この例では、ユーザプロファイルはMBMSクライアントに知られている。広告が送ら
れるとき、FDTは広告に関するメタデータを含み得る。ユーザプロファイルとフィルタ記
述とに基づいて、MBMSクライアントは、広告を選択的にダウンロードし、キャッシュする
ことができる。任意選択で、クライアントデバイス(UE)は、プロファイルデータによって
指定されたロケーションエリア内にある場合、広告を挿入するかどうかを判定することが
できる。図12は、アプリケーション(たとえば、図2のメディアアプリケーション112)と、
DASHクライアント(たとえば、図2のDASHクライアント110)と、MBMSクライアント(たとえ
ば、図2のeMBMSミドルウェアユニット100)と、BM-SCと、広告判定サーバと、コンテンツ
プロバイダと、広告プロバイダとを含めて、様々な要素によって実行される活動を示す。
【０１２１】
　図12の例では、MBMSクライアントはUP/Pデータに対するアクセスを有し、コンテンツ/
広告プロビジョニングに関して、MBMSオペレータとコンテンツプロバイダと広告プロバイ
ダとの間に取引合意が存在すると仮定する。最初に、BM-SCは、たとえば、図10の例に従
って、フィルタ記述を含むUSDを提供する。アプリケーションはURLをDASHクライアントに
送り、DASHクライアントは、RTPに従って、セットアップおよび再生を実行する。コンテ
ンツプロバイダは、通常(または、メイン)コンテンツをBM-SCに提供し、広告プロバイダ
は広告コンテンツをBM-SCに提供する。
【０１２２】
　BM-SCは、次いで、(メタデータを有する)広告のブロードキャストを開始する。MBMSク
ライアントは、UP/Pおよびフィルタ記述内の規則に従って、広告を選択的にダウンロード
し、キャッシュする。BM-SCは、RTPを使用して、ビデオデータおよびオーディオデータを
送る。MBMSクライアントは、次いで、クライアントデバイス(UE)がプロファイルデータご
とに広告を挿入するために望まれるロケーション内にあるかどうかを決定する。クライア
ントデバイスがそのようなロケーション内にあることを仮定して、MBMSクライアントは、
RTPビデオパケットおよびオーディオパケットを用いてメタデータごとに広告を挿入する
。MBMSクライアントは、次いで、広告の期限が切れるとき、メタデータごとに広告を削除
する。
【０１２３】
　図13A～図13Dは、ファイル配信テーブル(FDT)ファイル要素に対する例示的な拡張を示
す概念図である。この例では、ファイル要素は、上で論じたように、groupID値に対応し
得るグループ属性を含むように拡張される。具体的には、ファイル要素250は、この例で
は、タイプxs:stringを有する「mbms2014:groupID」と称するグループ属性252を含めるた
めに拡張されている。
【０１２４】
　いくつかの例では、クライアントデバイスは、上で説明した、第1の例、第2の例、およ
び第3の例の技法のうちのいずれかまたはすべてを実行するように構成され得る。たとえ
ば、異なるコンテンツ分散ネットワークは、ターゲット広告挿入のための異なる機構をサ
ポートすることができ、クライアントデバイスは、第1の例、第2の例、および/または第3
の例のうちのいずれかまたはすべての技法を実装することができる。別の例として、コン
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テンツ配信ネットワークは、上で説明した、第1の例、第2の例、および第3の例の技法の
うちのいずれかまたはすべてをサポートし得る。さらに、上で説明した第1の例、第2の例
、および/または第3の例の技法は、任意の組合せで一緒に実行されてもよい。
【０１２５】
　図13A～図13Dに示す「groupID」のFDT拡張パラメータは単なる一例である。本開示の技
法に従って、他の技法を使用することができる。たとえば、関連する広告ファイルに関す
るメタデータとしてのFDT拡張パラメータ(「groupID」)の使用に加えて、または代替とし
て、MBMSクライアントがユーザに関して特に適した広告だけをフィルタリングすることを
可能にするためのもう1つの可能性は、既存のUSDを拡張することである。たとえば、新し
い要素「groupIDFilter」をフィルタ記述フラグメントに追加することができる(この場合
、フィルタ記述フラグメントは、スケジュール記述フラグメント内のファイルスケジュー
ルインスタンスによって参照され、ファイルスケジュールは広告ファイルに関する送信ス
ケジュールを提供する)。
【０１２６】
　図14は、本開示の技法を実行し得る別の例示的なシステム300を示すブロック図である
。システム300の構成要素は、BM-SCを介したコンテンツプロバイダおよび広告ソースから
ユーザ装置(UE)へのDASHフォーマットメディアコンテンツおよびターゲット広告のソーシ
ング、スケジューリング、および配信に関連する機能エンティティを含む。この例では、
システム300は、クライアントデバイス302と、コンテンツプロバイダ314と、広告判定サ
ーバ316と、プロバイダ318と、ブロードキャストマルチキャストサービスセンター(BM-SC
)320とを含む。クライアントデバイス302は、メディアエンジン304と、DASHクライアント
306と、MBMSクライアント308とを含む。クライアントデバイス302はUEの一例を表す。MBM
Sクライアント308は、XLinkレゾルバ310と、HTTPプロキシキャッシュ312とをさらに含む
。BM-SC320は、USBD322、MPD324、コンテンツ326A～326C(コンテンツ326)、および広告(
広告)328A～328C(広告328)に関するデータを含む。
【０１２７】
　一般に、コンテンツプロバイダ314は、コンテンツ326をBM-SC320に提供する。広告判定
サーバ316は、(広告挿入キューを使用して)広告がいつ挿入されるべきかをシグナリング
し、広告に関するリモートPeriodをプロビジョニングする。広告プロバイダ318は、広告3
28をBM-SC320に提供する。広告328A～328Cは、各々、上で論じたように、広告をユーザに
ターゲットするために、異なるユーザグループに対応し得る。
【０１２８】
　MBMSクライアント308は、コンテンツ326のうちの1つまたは複数からデータを受信する
ために、グループをブロードキャストまたはマルチキャストするために加入する。さらに
、図15Aおよび図15Bに関して下でより詳細に説明するように、MBMSクライアント308は、
広告ブレークに挿入するために広告328A～328Cのうちの1つを選択的に受信することがで
きる。MBMSクライアント308は、コンテンツデータと広告データとをHTTPプロキシキャッ
シュ312内に記憶する。このようにして、DASHクライアント306は、HTTP要求をMBMSクライ
アント308に提出することによって、メディアデータ(たとえば、メインコンテンツデータ
および広告データ)を取り出すことができ、次に、MBMSクライアントは、MPDデータおよび
セグメントをDASHクライアント306に送る。適切に広告データを選択するために、DASHク
ライアント306はXLinkをMBMSクライアント308に送ることができる。XLinkレゾルバ310は
、XLinkを解決して、受信されるべき広告データを決定することができる。
【０１２９】
　図14の例示的なアーキテクチャでは、広告関連情報はMPD324とコンテンツ326のセグメ
ントとを使用して宣言可能であり、広告判定は、MPDに対するDASHクライアント306の要求
と、そのMPDが記述するリソース、すなわち、リモートPeriod要素およびセグメントとに
よって開始可能である。MPD生成の時点で広告ブレークの発生時間が知られている場合、
広告ブレークのかなり前に、リモートPeriod要素を包含するMPDをDASHクライアントに送
ることができる。さもなければ、ターゲット広告挿入のための近い将来の機会をシグナリ
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ングするために、たとえば、MPD@minimumUpdatePeriodによって定義される周期性を伴う
同時MPD更新に基づくMPD更新機能に依存する必要があり得る。予測不可能な広告ブレーク
の動作シナリオを以下の議論で仮定する。
【０１３０】
　最新のMPDを獲得するための、DASHクライアント306とMPDサーバ(この場合、後者はUE(
すなわち、クライアントデバイス302)内に、およびローカルHTTPプロキシおよびキャッシ
ュ312を含むMBMSクライアント308内の一部内に存在すると仮定する)との間の公称相互作
用は周期的であるが、休憩の発生は、純粋に非同期的であり得、たとえば、フットボール
ゲームにおけるインジャリータイムの間に生じ得る。広告ブレークをトリガするインシデ
ントから始まる広告挿入の実際のスプライスタイムまでの広告ブレークの予想されるセッ
トアップ時間に応じて、DASHクライアント306がそのような動的イベントを逃さないよう
に、それに応じて、MPD@minimumUpdatePeriod値を調整することができる。条件付きGETを
介する可能性が最も高い、MPD更新のためのHTTP相互作用は、UE内で局所的に発生し得、
その結果、何のユニキャストネットワークトラフィックも生じず、ほぼ常に、DASHクライ
アント306によって前に獲得されたMPDは依然として有効である。更新されたとき、MPDは
、Period@xlink:hrefを介して外部Period要素に対するポインタを搬送し得る。
【０１３１】
　MBMSクライアント308とのHTTP相互作用の一環として、DASHクライアント306は、UE/ロ
ーカルユーザに関する状態情報をMBMSクライアント308に渡すことができる。そのような
状態情報の例には、クッキーと、加入情報と、コンテンツ消費履歴データとがある。状態
情報は、MPDまたはメディアセグメントに関する公称要求/応答の間に、またはXLink解決
手順の間に、MBMSクライアント308に提供され得る。MBMSクライアント308は、TS26.346(
たとえば、ローカルユーザプロファイル/プリファレンス情報、コンテンツ消費履歴、ま
たはコンテンツ推奨エンジンに対するアクセス)の範囲外のいくつかの機構を利用して、
ユーザに関する特定のグループまたはプロファイル識別子を決定することができる。その
ような「groupID」は、そのユーザに関して適切なまたは好ましい広告コンテンツのイン
ジケータとして使用され得る。広告コンテンツがブロードキャストされるとき(この場合
、様々な広告ファイルが異なるユーザをターゲットとする)、MBMSクライアントは、後の
要求時に、DASHクライアントに提供されることになる、1つまたは複数の特定の広告をダ
ウンロードおよびキャッシュするためのフィルタとしてgroupIDを使用する。広告のブロ
ードキャスト配信は、広告ブレークのかなり前に(たとえば、翌日のフットボール試合の
前夜)、または実際の広告ブレークに先立って時間的により近接して発生し得る。
【０１３２】
　MBMSクライアント308による広告の選択的なダウンロードおよびキャッシングは、MBMS
クライアント308がローカル状態情報を獲得し、そのデータをユーザのgroupID値にマッピ
ングする限り可能である。MBMSクライアントによる選択的な広告受信を可能にするために
、関連付けられた広告に関するメタデータとしてgroupIDを伝達するための異なる方法が
可能である。たとえば、TOIおよびContent-Locationによって識別される広告ファイルに
関してFLUTE FDT拡張属性groupIDを指定することができる。その配信スケジュールがファ
イルスケジュールのインスタンスによって発表されている対応する広告フィルタに関する
識別子として、新しい子要素groupIDFilterをfilterData要素の下に追加することによっ
て、既存のフィルタ記述フラグメントを拡張することも可能である。
【０１３３】
　XLinkの解決において、MBMSクライアント308は、そのユーザに対して(たとえば、group
IDによって)カスタマイズされたリモートPeriod要素を戻すことができる。そのPeriod要
素はセグメントURL情報を含めて、Periodの持続時間に関する広告コンテンツに対する参
照を包含する。DASHクライアント306は、その情報を使用して、広告ブレークの適切な時
点において広告コンテンツに関するセグメントをフェッチすることができる。対応する広
告コンテンツはMBMSクライアント308によってすでにダウンロードされ、キャッシュされ
ている(HTTPプロキシキャッシュ312内にキャッシュされている)ため、その広告コンテン
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ツはDASHクライアント306に戻されてよく、次に、広告ブレークの間にレンダリングする
ためにメディアプレーヤ/アプリケーション(たとえば、メディアエンジン304)に戻されて
よい。
【０１３４】
　図15Aおよび図15Bは、本開示の技法による例示的な方法を示すシーケンス図である。図
15Aおよび図15の方法は、図14のシステム300の構成要素によって実行されるが、他のシス
テムもこの方法を実行することができる。コンテンツおよび広告のプロビジョニングおよ
びMPD324のフォーマットに関して、MBMSオペレータとコンテンツプロバイダ314と広告プ
ロバイダ318との間に取引合意が存在すると仮定する。図15Aおよび図15Bは、アプリケー
ション(たとえば、図2のメディアアプリケーション112または図14のメディアエンジン304
)と、DASHクライアント(たとえば、図2のDASHクライアント110または図14のDASHクライア
ント306)と、MBMSクライアント(たとえば、図2のeMBMSミドルウェアユニット100または図
14のMBMSクライアント308)と、BM-SC(たとえば、図14のBM-SC320)と、広告判定サーバ(た
とえば、図14の広告判定サーバ316)と、コンテンツプロバイダ(たとえば、図14のコンテ
ンツプロバイダ314)と、広告プロバイダ(たとえば、図14の広告プロバイダ318)とを含め
て、様々な要素によって実行される活動を示す。
【０１３５】
　最初に、BM-SC320は、(MPDフラグメントを含む)USDの配信をMBMSクライアント308にブ
ローキャストすることができる。メディアアプリケーション(たとえば、メディアエンジ
ン304)はMPD URLをDASHクライアント306に送ることを要求することができ、DASHクライア
ント306は、次に、(MPDをHTTPプロキシキャッシュ312内にキャッシュすることができる)M
BMSクライアント308からMPD(たとえば、MPD324)を獲得することができる。DASHクライア
ント306はまた、状態情報をMBMSクライアント308に渡すことができ、MBMSクライアント30
8は、クライアントデバイス302のユーザに関して取得されることになる広告データのセッ
ト(たとえば、広告グループ)を示し得る。DASHクライアント306は、オリジナルMPD内でシ
グナリングされ得るMPD@minimumUpdatePeriodに従って、MPD更新に関してポーリングする
ことができる。MBMSクライアント308は、次いで、後続のターゲット広告ダウンロードの
ために、グループ識別子、たとえば、この例では、groupID=「B」に状態情報をマッピン
グすることができる。
【０１３６】
　メインコンテンツの場合、DASHオーバーMBMSメディアプレゼンテーションの通常のブロ
ードキャスト配信および消費が存在し得る。後で、広告プロバイダ318は広告をBM-SC320
にプロビジョニングすることができる。BM-SC320は、上で論じたように、USDフラグメン
ト内で配信されたスケジュールに従って、広告コンテンツファイルをブロードキャストす
ることができる。ターゲットgroupIDで各広告をタグ付けして、広告コンテンツ(たとえば
、広告328)はリモートPeriod要素によって参照され得る。上で論じたマッピングに基づい
て、MBMSクライアント308は、groupID=「B」でタグ付された広告を(HTTPプロキシキャッ
シュ312内に)選択的にダウンロードし、キャッシュすることができる。
【０１３７】
　判定サーバ316は、BM-SC320に、各々が、将来の時間T1におけるPeriodのstartを有する
、1) http://adserver.com/ad1?id="A"、2) http://adserver.com/ad1?id="B"、および3)
 http://adserver.com/ad1?id="C"のBaseURLを備えたリモートPeriod要素に対応する3つ
のファイルを提供することができる。BM-SC320は、次いで、これらの3つのリモートPerio
d要素ファイルをブロードキャストし得る。MBMSクライアント308は、上で論じたマッピン
グに基づいて、BaseURL http://adserver.com/ad1?id="B"と関連付けられたリモートPeri
od要素だけをダウンロードし、キャッシュすることができる。BM-SC320はまた、帯域内で
、メディアプレゼンテーションに関して更新されたMPDを配信することができる。
【０１３８】
　MPD最小更新期間に従って、DASHクライアント306は、MBMSクライアント308から更新さ
れたMPDを要求することができる。更新されたMPDは、Period@xlink:href="http://adserv
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er.com/ad1?id="B""および@xlink:actuate="onLoad"を用いてリモートPeriodをシグナリ
ングすることができる。DASHクライアント306は、@xlink:href内に出現するURLに関するH
TTP GETを発行することによって、リモートPeriod要素のデリファレンスをさらに要求す
ることができる。MBMSクライアント308は、BaseURL=「http://adserver.com/ad1?id="B"
」と関連付けられたPeriod要素を配信することができる。時間T1が近づくと、DASHクライ
アント306は、(セグメントをHTTPプロキシキャッシュ312内にキャッシュした)MBMSクライ
アント308からのリモートPeriod要素によって記述された広告コンテンツのセグメントを
フェッチし、次いで、セグメントをメディアアプリケーション(たとえば、メディアエン
ジン304)に提供することができる。
【０１３９】
　このようにして、図15Aおよび図15Bは、DASHクライアントによって、複数の広告グルー
プの広告メディアデータと関連付けられた広告グループ識別子のセットを決定するステッ
プであって、広告メディアデータがメインメディアコンテンツに関する広告ブレークの間
に再生される、決定するステップと、DASHクライアントに関するユーザの特性に少なくと
も部分的に基づいて、そのセットから広告グループのうちの1つを選択するステップと、
選択された広告グループの広告メディアデータを取り出すステップと、広告メディアデー
タをメディアアプリケーションに提供するステップとを含む方法の一例を表す。
【０１４０】
　同様に、図15Aおよび図15Bは、MBMSミドルウェアユニットによって、1つまたは複数の
広告グループの広告メディアデータを受信するステップと、クライアントデバイスの動的
適応ストリーミングオーバーHTTP(DASH)クライアントから広告グループのうちの1つに関
する識別子値を受信するステップと、識別子値に対応する広告グループの広告メディアデ
ータを抽出するステップと、抽出した広告メディアデータをDASHクライアントに提供する
ステップとを含む方法の一例を表す。
【０１４１】
　1つまたは複数の例において、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファー
ムウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装される場合
、機能は、1つもしくは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶さ
れるか、またはコンピュータ可読媒体を介して送信されてよく、かつハードウェアに基づ
く処理ユニットによって実行されてよい。コンピュータ可読媒体は、データ記憶媒体など
の有形媒体に対応するコンピュータ可読記憶媒体、または、たとえば、通信プロトコルに
従って、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の媒
体を含む通信媒体を含むことがある。このようにして、コンピュータ可読媒体は、概して
、(1)非一時的な有形コンピュータ可読記憶媒体、または(2)信号もしくは搬送波などの通
信媒体に対応する場合がある。データ記憶媒体は、本開示で説明した技法を実装するため
の命令、コード、および/またはデータ構造を取り出すために1つまたは複数のコンピュー
タまたは1つまたは複数のプロセッサによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体で
あってよい。コンピュータプログラム製品は、コンピュータ可読媒体を含み得る。
【０１４２】
　限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読記憶媒体は、RAM、ROM、EEPROM、
CD-ROMもしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気ス
トレージデバイス、フラッシュメモリ、または、命令もしくはデータ構造の形式の所望の
プログラムコードを記憶するために使用され、コンピュータによってアクセスされ得る任
意の他の媒体を含んでもよい。また、任意の接続が、適切にコンピュータ可読媒体と呼ば
れる。たとえば、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回
線(DSL)、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウ
ェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから命令が送信される場合、同軸ケーブ
ル、光ファイバケーブル、ツイストペア、DSL、または赤外線、無線、およびマイクロ波
などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。しかしながら、コンピュータ可読記憶
媒体およびデータ記憶媒体は、接続、搬送波、信号、または他の一時的な媒体を含まず、
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代わりに非一時的な有形記憶媒体を指すことを理解されたい。ディスク(disk)およびディ
スク(disc)は、本明細書において使用されるときに、コンパクトディスク(disc)(「CD」)
、レーザディスク(disc)、光ディスク(disc)、デジタル多用途ディスク(disc)(「DVD」)
、フロッピーディスク(disk)およびブルーレイディスク(disc)を含み、ディスク(disk)は
通常、データを磁気的に再生し、一方、ディスク(disc)は、レーザを用いてデータを光学
的に再生する。上記のものの組合せも、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきで
ある。
【０１４３】
　命令は、1つもしくは複数のデジタル信号プロセッサ(DSP)、汎用マイクロプロセッサ、
特定用途向け集積回路(ASIC)、フィールドプログラマブル論理アレイ(FPGA)、または他の
同等の集積またはディスクリート論理回路などの、1つまたは複数のプロセッサによって
実行されてもよい。したがって、本明細書で使用される「プロセッサ」という用語は、前
述の構造、または本明細書で説明する技術の実装に適した任意の他の構造のいずれかを指
す場合がある。さらに、いくつかの態様では、本明細書で説明する機能は、符号化および
復号のために構成された専用のハードウェアモジュールおよび/またはソフトウェアモジ
ュール内に与えられてもよく、あるいは複合コーデックに組み込まれてもよい。また、技
術は、1つまたは複数の回路または論理要素において完全に実装されてもよい。
【０１４４】
　本開示の技法は、ワイヤレスハンドセット、集積回路(IC)、またはICのセット(たとえ
ば、チップセット)を含む、多種多様なデバイスまたは装置において実装され得る。本開
示では、開示される技法を実行するように構成されたデバイスの機能的態様を強調するた
めに、様々なコンポーネント、モジュール、またはユニットについて説明したが、それら
のコンポーネント、モジュール、またはユニットは、必ずしも異なるハードウェアユニッ
トによる実現を必要とするとは限らない。そうではなくて、上で説明したように、様々な
ユニットは、コーデックハードウェアユニットにおいて結合されてよく、または適切なソ
フトウェアおよび/もしくはファームウェアとともに、前述のような1つもしくは複数のプ
ロセッサを含む、相互動作可能なハードウェアユニットの集合によって提供されてよい。
【０１４５】
　様々な例を説明してきた。これらおよび他の例は以下の特許請求の範囲内に入る。
【符号の説明】
【０１４６】
　　10　システム
　　20　コンテンツ準備デバイス
　　22　オーディオソース
　　24　ビデオソース
　　26　オーディオエンコーダ
　　28　ビデオエンコーダ
　　30　カプセル化ユニット
　　32　出力インターフェース
　　40　クライアントデバイス
　　42　オーディオ出力
　　44　ビデオ出力
　　46　オーディオデコーダ
　　48　ビデオデコーダ
　　50　カプセル化解除ユニット
　　52　取出しユニット
　　54　ネットワークインターフェース
　　60　サーバデバイス
　　62　記憶媒体
　　64　マルチメディアコンテンツ
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　　66　マニフェストファイル
　　68　リプレゼンテーション
　　68A～68N　リプレゼンテーション
　　70　要求処理ユニット
　　72　ネットワークインターフェース
　　74　ネットワーク
　　100　eMBMSミドルウェアユニット
　　102　プロキシサーバ
　　104　キャッシュ
　　106　eMBMS受信ユニット
　　110　DASHクライアント
　　112　メディアアプリケーション
　　120　マルチメディアコンテンツ
　　124　メディアプレゼンテーション記述(MPD)
　　130　リプレゼンテーション
　　132　ヘッダデータ
　　134　セグメント
　　134A～134N　セグメント
　　140　リプレゼンテーション
　　142　ヘッダデータ
　　144　セグメント
　　144A～144N　セグメント
　　150　システム
　　152　クライアントデバイス
　　154　広告(広告)判定サーバ
　　156　MPD生成器
　　158　パッケージャ
　　160　オリジンサーバ
　　162　MPD
　　164　MPD
　　166A～166C　メディアコンテンツ
　　168A～168C　広告データ
　　170　メディアアプリケーション
　　172　広告管理サービス
　　174　DASHクライアント
　　176　DASHクライアント
　　180　コンテンツ配信システム
　　200　システム
　　202　メディアエンジン
　　204　DASHアクセスクライアント
　　206　クライアントデバイス
　　208　広告(広告)判定サーバ
　　210　XLinkレゾルバ
　　212　コンテンツ配信システム
　　214　MPD生成器
　　216　パッケージャ
　　218　コンテンツ配信ネットワーク(CDN)/オリジンサーバ
　　220　MPD
　　222A～222C　メインコンテンツ
　　224A～224C　広告データ
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　　300　システム
　　302　クライアントデバイス
　　304　メディアエンジン
　　306　DASHクライアント
　　308　MBMSクライアント
　　310　XLinkレゾルバ
　　312　HTTPプロキシキャッシュ
　　314　コンテンツプロバイダ
　　316　広告判定サーバ
　　318　広告プロバイダ
　　320　ブロードキャストマルチキャストサービスセンター(BM-SC)
　　322　USBD
　　324　MPD
　　326　コンテンツ
　　326A～326C　コンテンツ
　　328　広告
　　328A～328C　広告

【図１】 【図２】
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